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教 育 行 財 政

１ 笠岡市の概要

笠岡の地名は，古代の地方豪族「笠臣」がこの地を治めていたことの名残りであるとも
かさのおみ

言われています。

笠岡は中世以来，遍照寺の門前町として栄えました。そして江戸時代に入り，福山藩水

野公の領地であった頃に干拓工事や港湾整備が行われ，瀬戸内の主要港としての役割を担

うようになりました。その後，幕府の直轄地となり，市域の大部分が笠岡代官所の支配下

に入りました。

明治５年から３年間，笠岡に小田県庁が置かれました。明治 24年の町制施行により笠岡
町が誕生しました。同年山陽鉄道が開通し，笠岡は備中地方の産業，交通，文化の中心地

として発展しました。

昭和 27年，金浦町との合併により笠岡市が誕生。昭和 35年までに周辺の２町 10か村を
合併し，現在の市域になりました。また昭和 41年 12月に始まった国営笠岡湾干拓事業は
平成２年３月に完成し 1,811haの新たな大地が誕生し，都市発展の基本条件を整えました。
そして現在，恵まれた諸条件を生かし県南西部の中核都市として，笠岡市の都市像であ

る「元気・快適・ときめき 進化するまち笠岡」を目指し，活気に満ちた，心豊かで，や

さしさとぬくもりの感じられる，ずっと住み続けたいまちづくりを進めています。

地理的条件

岡山県西南部に位置し，広島県福山市と隣接しています。南に風光明媚な瀬戸内海を抱

き，総面積 136.24km２，東西約 13.6km，海上を含めた南北約 33.6kmの広がりをもって
います。地形は山地が多く，少ない平坦地と 20数か所の干拓地，埋立地に本市の主要な市
街地が形成されています。河川の水量は少なく，溜池が非常に多いのが特徴です。海上部

には，大小 30有余の島々が香川県多度津町との間に飛石状に点在しています。気候は，温
暖少雨の典型的な瀬戸内気候であり，地質は，山地部が花崗岩質，平野部は礫，砂，粘土

質で構成されています。

人口・世帯数（Ｒ.2.4.1現在) 位 置

人 口 47,613人 東 経 133°30′34″
男 22,842人 北 緯 34°30′14″
女 24,771人

世 帯 数 22,174世帯
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２ 教育委員会

(１) 教育長 (Ｒ2．4．1現在)

(２) 教育委員

(３) 歴代の教育委員

職 名 氏 名 就任年月日 現 任 期

教 育 長 岡 田 達 也 H29. 8. 1 H30. 4. 1～R 3. 3.31

職 名 氏 名 就任年月日 現 任 期

教育長職務代理者 三 谷 信 恵 H20.10. 1 H28.10. 1～R 2. 9.30

委 員 石 井 啓 弌 H27.12.11 R 1.12.11～R 5.12.10

委 員 藤 谷 幸 弘 H28.12.17 H28.12.17～R 2.12.16

委 員 山 下 敬 広 H29.10. 4 H29.10. 4～R 3.10. 3

氏 名 就 任 退 任 氏 名 就 任 退 任

秋田 覚 S27.10. 1 S31. 9.30 守屋 岩男 S47.10. 1 S59. 9.30

片山 正雄 S27.10. 1 S31. 9.30 東山 龍雄 S48.10. 4 S52.10. 3

江浪二三九 S27.10. 1 S31. 9.30 松浦 弘志 S50. 1.23 S53. 3. 6

西井 寿吉 S27.10. 1 S28. 1.30 坂本 清 S50. 5.16 S62.12.10

東山 白平 S27.10.19 S28.11. 5 天野 秀範 S51.12.17 S59.12.16

村上 寛立 S28. 1.31 S31. 9.30 生田 豊 S52.10. 4 S56.10. 3

長安 海六 S28.11. 6 S31. 9.30 藤井 英樹 S53. 3.17 S61. 3.31

山下 栄一 S31.10. 1 S32. 9.30 田中 吟一 S56.10. 4 S60.10. 3

池田 綾野 S31.10. 1 S35. 9.30 石井 務 S59.10. 1 H 8. 9.30

米澤 千秋 S31.10. 1 S37. 9.30 教海 俊應 S59.12.17 H 4.12.16

塚脇篤太郎 S31.10. 1 S38. 9.30 関藤 篤志 S60.10. 4 H 5.10. 3

森定 政義 S31.10. 1 S39. 9.30 仁科 一夫 S61. 4. 1 H11. 1.22

松枝四方吉 S32.10. 1 S36. 5.31 髙田 早苗 S62.12.11 H12. 5.10

原田寿美子 S35.11.24 S43.11.26 鶴田 玲 H 4.12.17 H11. 8.13

安倍 晴夫 S36. 6.29 S40. 9.30 森 壽司 H 5.10. 4 H13.10. 3

松浦 伸樹 S38. 1.23 S42. 1.22 高橋 昌文 H 8.10. 1 H16. 9.30

林 和義 S38.11. 8 S41. 3.17 安藤 伸吾 H11. 1.23 H21. 9.30

藤井 頼夫 S39.10. 1 S47. 9.30 宮島 裕子 H12. 3.16 H22. 5.20

黒田 治夫 S40.10. 4 S44.10. 3 江木 一正 H12. 5.22 H19.12.10

行本 順一 S41. 4.30 S50. 5.15 西井 和子 H16.10. 1 H20. 9.30

山川 一尾 S42. 1.23 S50. 1.22 藤井 正敏 H19.12.11 H27.12.10

大山 正代 S43.12.17 S47. 7.25 廣井 滋季 H22. 5.21 H28.12.16

高田潤之介 S44.10. 4 S48.10. 3 谷 喜一朗 H13.10. 4 H29.10. 3

仁科 久子 S47. 9.26 S51.12.16



令和2年6月1日現在

25名

19名

5名（兼務4名）嘱託１名

51名

嘱託3名，臨時1名

　9名

8名

※幼稚園に係る業務は就学前教育の一元化により，こども部こども育成課が所管しています。

３ 事務局・教育機関の機構及び職員数

教育総務課 教育総務係 　5名，嘱託3名，臨時16名

スクールボート

指導係 　7名（兼務3名），嘱託4名，臨時1名

学校教育課 教育相談室・教育支援センター

富岡分室

学事係 　3名

教育集会所（臨時1名）

一貫教育推進室

文化係 　4名，嘱託2名，臨時2名

生涯学習係 　3名，臨時1名

中央公民館 　1名，嘱託1名，臨時3名

地区公民館（20館）

竹喬美術館 　3名，嘱託1名，臨時5名

生涯学習課
カブトガニ博物館 　3名，嘱託3名

図書館 　3名，嘱託10名

視聴覚ライブラリー

育成センター

笠岡市民会館

郷土館

井笠鉄道記念館

笠岡諸島開発総合センター

北木島宿泊研修所

真鍋島ふるさとふれあいセンター

スポーツ推進課 スポーツ係 　2名，嘱託3名，臨時3名

笠岡総合体育館

B＆Ｇ海洋センター

市民体育センター

古代の丘スポーツ公園

運動公園

学校給食センター 　5名，臨時1名，派遣2名

幼稚園（11園） （うち2園は休園）

小学校（17校） （うち1校は休校）

中学校（10校） （うち1校は休校，小北中を含む）

教
育
長

部
長
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４　教育財政

（１）令和２年度笠岡市一般会計予算（当初）

単位：千円

（２）教育費予算及び決算の概要
令和２年度教育費予算 単位：千円

（単位：千円）

前年度比 比率 138.1 100 78.9 100 146.7 100 75.6 100 92.0 100 98.2 100

前年度比 比率 136.8 10.4 127.2 16.8 65.4 7.5 106.8 10.6 105.1 12.1 105.9 13.1

前年度比 比率 86.9 16.1 104.8 21.4 84.8 12.4 115.1 18.8 108.7 22.3 70.0 15.9

前年度比 比率 132.9 10.9 101.0 14.0 75.2 7.2 88.2 8.4 115.2 10.5 95.3 10.1

前年度比 比率 105.0 7.5 101.0 9.6 102.4 6.7 109.2 9.7 107.5 11.3 107.7 12.4

前年度比 比率 89.7 17.1 95.6 20.8 108.9 15.4 169.2 34.5 66.6 25.0 111.4 28.3

前年度比 比率 322.5 37.9 36.2 17.4 429.6 50.8 26.8 18.0 96.2 18.9 105.3 20.2

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度
（決算） （決算） （決算） （決算） （決算見込） （予算）

教育費合計 3,080,682 2,430,189 3,565,901 2,697,418 2,480,302 2,436,840

１ 教育総務費 321,704 409,268 267,860 286,203 300,746 318,360

２ 小学校費 497,047 520,754 441,530 508,266 552,323 386,380

３ 中学校費 336,604 340,062 255,727 225,485 259,657 247,540

４ 幼稚園費 231,316 233,541 239,077 261,024 280,521 302,260

５ 社会教育費 527,806 504,800 549,926 930,461 619,511 690,130

６ 保健体育費 1,166,205 421,764 1,811,781 485,979 467,544 492,170

項　目

1,000,000

1,400,000

1,800,000

2,200,000

2,600,000

3,000,000

3,400,000

Ｈ28年度
決算

Ｈ29年度
決算

Ｈ30年度
決算

Ｒ元年度
決算見込

Ｒ２年度
予算

民生費
7,553,060

33%

土木費
2,669,120

12%総務費
2,676,490

12%

衛生費
2,547,030

11%

公債費
2,063,410

9%

教育費
2,436,840

10%

農林水産業
費

854,690
4%

消防費
1,108,670

5%

議会費など
872,700

4%

歳　出
22,782,010

市税
6,983,500

31%

地方交付税
5,390,000

24%
国庫支出金
2,602,627

11%

市債
2,268,000

10%

県支出金
1,452,331

6%

寄附金
815,124

4%

地方消費税交
付金

1,130,000
5%

使用料・手数
料・分担金
522,720

2%

諸収入
726,424

3%
財産収入など

458,162
2%

地方譲与税な
ど

433,122
2%

歳　入
22,782,010

社会教育費
690,130

28%

保健体育費
492,170

20%
小学校費
386,380

16%

教育総務費
318,360

13%

中学校費
247,540

10%

幼稚園費
302,260

13%

歳　出
2,436,840

4
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新しい時代に必要となる資質・能力を備え，笠岡を愛し，共に生きていこう

とする子どもたちの育成を目指します。また，ソフト・ハードの両面から子ど

もたちが安心して学習できる環境づくりを行います。

市民が多種多様な学習機会を得て個人の成長や自己実現を図ることのでき

る環境を整備します。また，その学習成果を発信できる機会を提供するととも

に，家庭・地域・学校・関係団体等における人と人のつながりを深めることに

より，活力ある地域社会の生成を目指します。

市民が文化に親しみ，文化・芸術活動に参加できる環境づくりに取り組むと

ともに，担い手の育成を行います。また，歴史や自然を大切に守り，次の世代

へと継承するよう努めます。

スポーツを通じて，生きがいや健康を育む高齢者や障がい者など，誰もが身

近な場所で，運動やスポーツに親しみ，楽しみながら生涯を通じて取り組むこ

とができる環境を作ることを実現するため，様々なスポーツ施策を推進しま

す。

５ 教育基本理念

～ 学ぶ楽しさ 輝く個性 生き抜く力 ～

６ 教育基本方針

「学び」「育ち」をつなぎ,自立して共に生きる子どもを育てる学校教育の推進【学校教育】

市民一人ひとりの豊かな学びにより地域力を高める生涯学習の推進【生涯学習】

幅広い世代が楽しめる文化・芸術の振興と担い手の育成【文化・芸術】

いつでも どこでも 誰でも気軽に親しめる生涯スポーツの振興【スポーツ】
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７ 教育施策体系

文化財の保護・活用

カブトガニの保護とカブトガニ博物館の
運営

竹喬美術館の活性化と館蔵品の充実

芸術文化活動の振興・交流と担い手の
育成

いつでも，どこでも，誰でも

気軽に親しめる

生涯スポーツの振興
競技スポーツの推進

自立した子どもの育成

生涯スポーツの推進

スポーツ施設の整備・充実と活用

学
ぶ
楽
し
さ

輝
く
個
性

生
き
抜
く
力

市民一人ひとりの豊かな

学びにより地域力を高める

生涯学習の推進

いつでも，どこでも，学びたいときに学ぶ
ことができる機会の提供

学習成果を活かしたまちづくり

社会教育に取り組む市民や団体との協
働と支援

家庭・地域・学校と一体となった地域ぐる
みの教育支援

幅広い世代が楽しめる

文化・芸術の振興と

担い手の育成

共生の心の育成

郷土愛の育成

小中一貫教育及び学校規模適正化の
実施

「学び」「育ち」をつなぎ，

自立して共に生きる

子どもを育てる

学校教育の推進

学校施設等の整備



令和２年度　幼小中学校一覧表

学 校 園 名 所　　在　　地 校 園 長 名 教　頭　名 電     話 ＦＡＸ

笠岡幼稚園 笠岡市笠岡３０３１番地６
トクヤマ コウイチ

徳山　功一（兼）
タハラ スガコ

田原　菅子（嘱） 62-2949 62-2949

富岡幼稚園 笠岡市八番町１番地８
ナガハラ エツコ

永原　悦子 62-2310 62-3941

今井幼稚園 笠岡市今立１３番地５
タカハシ ノブアキ

髙橋　伸明（兼） 62-3954 62-3954

金浦幼稚園 笠岡市吉浜２２５３番地
マエダ トモユキ

前田　知之（兼） 66-0020 66-0020

大井幼稚園 笠岡市小平井１９５９番地１
フジイ タカユキ

藤井　孝之（兼）
キヤマ ヒロフミ

木山　博文（嘱） 62-3463 62-5938

尾坂幼稚園 笠岡市尾坂１９８６番地
ヤマモト ジュンイチロウ

山本　淳一朗（兼）
オカノ キ セイ

岡野　　紀生 65-1016 65-2920

横江幼稚園 笠岡市横島１３８８番地１
ハラダ エツコ

原田　悦子 67-0252 67-2793

大島幼稚園 笠岡市西大島４４３１番地３
ハラダ ヒロミチ

原田　博道（兼） 67-0409 67-0409

陶山幼稚園 笠岡市押撫９１５番地１ 休園 H29.4.1～

白石幼稚園 笠岡市白石島２４８２番地１ 休園 H25.4.1～

北木西幼稚園 笠岡市北木島町７８８７番地４２
ミヤケ ジュン

三宅　淳（兼） 68-2356 68-2356

青空認定こども園 笠岡市カブト南町１８８番地
リョウジ サトコ

料治　聡子
マツバラ クミコ

松原　久美子

笠岡小学校 笠岡市笠岡１８７０番地
トクヤマ コウイチ

徳山　功一
アキヤマ マコト

秋山　誠 62-5271 62-3986

中央小学校 笠岡市八番町１番地３
コデラ ミノル

小寺　稔
アサノ コウジ

淺野　浩二 62-3960 62-3996

今井小学校 笠岡市今立３０番地
タカハシ ノブアキ

髙橋　伸明
イケダ マコト

池田　誠 62-2217 62-4095

金浦小学校 笠岡市吉浜２２１４番地３
マエダ トモユキ

前田　知之
ウエダ ヨシキ

植田　欣希 66-0730 66-1945

城見小学校 笠岡市用之江２１８５番地
エリタテ ミツエ

襟立　光衣
タナカ ヨシアキ

田中　義昭 66-1679 66-4729

陶山小学校 笠岡市押撫９１０番地３
サトウ コウゾウ

佐藤　公三
サトウ ヨウコ

佐藤　陽子 66-0138 66-4059

大井小学校 笠岡市東大戸４１０番地２
フジイ タカユキ

藤井　孝行
シノハラ タカアキ

篠原　孝昭 62-2746 62-4096

吉田小学校 笠岡市吉田２３８３番地１
ヤマモト ジュンイチロウ

山本　淳一朗
ヤマネ シゲコ

山根　成子 65-1015 65-2934

新山小学校 笠岡市山口２９６６番地１
ハラ ナオヒデ

原　直秀
ナガヤス マサノリ

長安　雅宣 65-1011 65-2917

北川小学校 笠岡市走出４１０２番地１
タノ トシアキ

田野　利昭
ハラダ キヨミ

原田　清美 65-0109 65-2973

大島小学校 笠岡市西大島３９３５番地
ハラダ ヒロミチ

原田　博道
ムラカミ ヒロコ

村上　裕子 67-0808 67-6276

神内小学校 笠岡市神島３９８４番地
カワカミ カズコ

川上　和子
タカハシ マコト

高橋　誠 67-2061 67-4569

神島外小学校 笠岡市神島外浦１６６７番地１
タカセ シュウイチ

高瀬　修一
ナカヤマ マサトシ

中山　晶年 67-2024 67-6214

白石小学校 笠岡市白石島２４８２番地１ 休校 H31.4.1～

北木小学校 笠岡市北木島町７８８６番地１３
ミヤケ ジュン

三宅　淳 68-2042 68-4682

真鍋小学校 笠岡市真鍋島４２３０番地
モリキ コウスケ

森木　浩介 68-3608 68-3645

六島小学校 笠岡市六島５８３５番地
タイ ヨシミ

田井　好美 68-4729 68-4736

フジオカ シンジ

藤丘　真治
ニカイドウ コウイチ

二階堂　孝一

サカモト ルミコ

坂本　留美子

笠岡西中学校 笠岡市笠岡３７９７番地
ヒルタ ススム

蛭田　享
トリオカ ジュンゾウ

鳥岡　純三 63-3586 63-4987

金浦中学校 笠岡市吉浜１８３０番地２
アサウミ ナオヤ

浅海　直哉
タナカ トオル

田中　泰 66-0831 66-4219

新吉中学校 笠岡市山口３３４１番地
ヨシタケ アキヒロ

吉武　明博
カトウ タケオ

加藤　丈雄 65-1009 65-1884

大島中学校 笠岡市大島中７２９１番地１
アサノ コウイチ

淺野　宏一
オイ ヒサシ

小井　寿史 67-0403 67-6217

神島外中学校 笠岡市神島外浦１５５５番地
タカギ コウシ

高木　浩志
ツチヤ シンタロウ

土屋　新太郎 67-2035 67-6216

白石中学校 笠岡市白石島２４８２番地１
コバシ シゲカズ

小橋　重一
カタヤマ トシヒコ

片山　利彦 68-3042 68-4389

北木中学校 笠岡市北木島町１３１９８番地１ 休校 Ｒ2.4.1～

真鍋中学校 笠岡市真鍋島４２４０番地
コバシ ノリアキ

小橋　典明
フジモリ ヨシアキ

藤森　聖明 68-3609 68-2903

小北中学校 笠岡市甲弩１８１０番地３
ミツイ ワタル

三井　亘
ヒヨシ カズイチ

日吉　和一 65-0710 65-2974

笠岡東中学校 笠岡市西大島新田１５番地３ 67-0531 67-6218
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（１）学級数，児童生徒数，職員数，学校施設

鉄筋

笠岡小　 10 2 252 6 20 S42 20,624 8,385 4,068

中央小　 18 4 540 26 37 (3) S42 36,871 21,156 4,312

今井小　 5 45 10 (2) M8 9,483 6,142 1,790

金浦小　 6 2 193 8 12 (1) M32 11,231 5,488 2,835

城見小　 6 1 133 2 13 (2) M11 11,014 6,541 2,796

陶山小　 5 1 38 1 12 M4 7,463 2,647 1,882

大井小　 7 2 179 13 20 (1) M6 19,685 6,907 3,112

吉田小　 6 2 104 8 14 M32 13,311 6,163 2,057

新山小　 5 1 56 1 12 M6 10,657 6,743 2,216

北川小　 6 2 87 3 16 M34 9,994 7,747 2,234

大島小　 10 2 220 5 19 (4) S40 10,250 5,430 2,666

神内小　 6 2 103 2 13 (2) M6 10,904 5,005 1,974

神島外小　 3 24 6 (2) M19 10,422 6,445 1,871

白石小　 2 M34 1,614 1,116

北木小　 2 3 8 7 (1) M15 7,420 3,940 1,183

真鍋小　 2 1 2 2 M33 3,177 2,342

六島小　 3 1 3 3 (1) M18 2,390 896 427

計 98 21 1,987 75 216 (19) 196,510 101,977 36,539

( )は嘱託・非常勤講師

１　学校一覧

ア　小学校

学級数 児童数 職員数 校地面積（㎡）

休校中

学校名
へき
地

(級)

設置
年度

普通
特別
支援

普通
特別
支援

県費
教職員

全校地
面積

左のうち
運動場
面積
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鉄骨 木造 計 鉄筋 鉄骨 木造 計 設置 鉄骨

42 4,110 968 968 ◎ 27 152.7

193 4,505 932 932 ◎ 106 163.6

64 1,854 564 564 ◎ 19 126.9

24 16 2,875 637 637 ◎ 77 134.8

77 2,873 570 570 ◎ 62 131.5

34 1,916 686 686 ◎ 60 138.5

195 3,307 691 691 ◎ 81 174.0

61 66 2,184 929 929 ◎ 111.5

32 2,248 776 776 ◎ 85 104.0

100 2,334 691 691 ◎ 132.9

167 68 2,901 704 704 ◎ 121.9

20 1,994 694 694 ◎ 46 198.4

45 1,916 697 697 ◎ 65 140.7

19 1,135 654 654 111.4

37 55 1,275 734 734 ◎ 64 161 137.8

284 615 899 132.8

29 456 112 112 124 144.0

1,394 849 38,782 2,164 8,763 112 11,039 692 285 141.5

（給食室は校舎に含む。）

Ｒ２．５．１現在

建物面積（㎡）

校舎 屋内運動場 プール
図書
整備率
（R元年度末）

職員
住宅
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鉄筋 鉄骨

笠岡東中 11 2 345 14 31 (1) S22 29,234 17,653 5,070 35

笠岡西中 7 2 205 5 22 (1) S22 27,495 12,130 5,133 82

金浦中 6 2 196 8 20 (2) S22 43,794 29,874 4,076 118

新吉中 3 2 74 5 13 (4) S22 16,689 9,837 2,756 70

大島中 3 1 67 4 9 (6) S22 14,279 8,347 2,359 42

神島外中 3 22 9 (1) S22 8,350 5,557 1,812 24

白石中 2 2 2 5 (4) S22 9,718 5,877 1,586 40

北木中 2 S22 14,243 8,819 2,103 29

真鍋中 2 3 4 8 (1) S22 1,309

計 38 9 915 36 117 (20) 165,111 98,094 24,895 440

小北中 3 2 76 7 13 (1) S22 15,729 7,829 2,568 67

イ　中学校

学級数 生徒数 職員数 校地面積（㎡）

校       舎

休校中

学校名
へき
地

(級)

設置
年度普通

特別
支援

普通
特別
支援

県費
教職員

全校地
面積

左のうち
運動場
面積

3歳 4歳 5歳 計
園
長

副
園
長

全校地
面積

左のうち

運動場
面積

鉄筋
面積

鉄骨
面積

木造
面積

合計

笠岡幼　 2 2 3 4 9 ○ 1 4 (1) M29 3,458 2,186 477 28 505

富岡幼　 3 11 13 14 38 1 4 (1) S25 4,551 3,230 544 24 568

今井幼　 1 3 3 ○ 1 (1) (1) S31 2,390 1,890 33 232 265

金浦幼　 3 3 4 8 15 ○ 2 (1) (1) S29 4,478 555 555

陶山幼　 S31 4,237 1,154 320 15 335

大井幼　 3 1 7 3 11 ○ 1 2 (1) S55 3,358 1,694 322 102 11 435

尾坂幼　 3 2 5 8 15 ○ 1 2 (1) S33 2,309 1,146 245 33 278

横江幼　 2 2 7 9 １ 1 (1) S30 2,739 1,144 542 29 571

大島幼　 2 1 4 5 10 ○ 1 (1) (1) S33 1,584 759 16 305 321

白石幼　 S33 166 182 19 201

北木西幼　 1 2 2 ○ 1 H5 1,173 573 249 249

計 20 20 38 54 112 2 3 18 (3) (8) 30,443 13,776 2,881 299 1,103 4,283

○は校長兼務

ウ　幼稚園

園児数 職員数 校地面積（㎡） 建物面積（㎡）

教諭
（臨時）

事務
（パート）

休園

休園

幼稚園名
学
級
数

設
置
年
度
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木造 計 鉄骨 木造 計 設置 鉄骨

5,105 1,056 1,056 ◎ 65 87 162.2

5,215 1,063 1,063 ◎ 89 79 172.2

4,194 1,035 1,035 44 161.5

2,826 639 639 35 124.3

2,401 644 644 ◎ 66 117.6

1,836 549 549 24 106.5

1,626 85 65.6

147 2,279 687 687 ◎ 77 116.4

925 925 160 160 189 48.8

1,072 26,407 5,673 160 5,833 4 297 269 274 128.5

2,635 947 947 45 144.1

建物面積（㎡）

校       舎 屋内運動場 プール
図書

整備率
（R元年度末）部室

職員
住宅

(３）小中学校の統廃合等の状況　 　（昭和３０年以後）

昭和40年4月 大島小学校と大島西小学校 → 大島小学校

 　  　〃       吉田小学校と尾坂分校 → 吉田小学校

    41年7月 富岡小学校と横江小学校 → 中央小学校（実質はS44年4月）

    43年4月 笠岡東小学校と笠岡西小学校 → 笠岡小学校

    55年4月 神島外小学校と高島小学校 → 神島外小学校

      〃　　　六島中学校と笠岡東中学校 → 笠岡東中学校

    57年4月 北木小学校と楠分校 → 北木小学校

平成12年4月 北木幼稚園と豊浦幼稚園休園

　　13年4月 北木小学校・豊浦分校と北木西小学校 → 北木小学校

    15年4月 神島外中学校と飛島中学校 → 神島外中学校

    18年4月 飛島幼稚園休園

    19年4月 六島小学校再開校

    23年4月 飛島小学校休校

    25年4月 白石幼稚園休園

    26年10月 飛島小学校廃校

      〃　　　飛島幼稚園，北木幼稚園及び豊浦幼稚園廃園

    28年4月 大島東幼稚園休園

    29年4月 陶山幼稚園休園

    30年4月 大島東小学校廃校 → 大島小学校

〃 大島東幼稚園廃園

    31年4月 白石小学校休校

令和2年4月 北木中学校休校

 ※児童，生徒数が減少しているため，平成25年11月に笠岡市教育審議会の答申を受け，平
成26年3月にその計画を定め，学校規模の適正化を図っています。

（２）園児・児童・生徒の推移

昭和30 40 50 60 平成7 12 17 22 25 26 27 28 29 30 令和元 令和2

幼稚園 624 396 383 370 286 285 262 245 213 200 185 156 112

小学校 9,537 6,749 5,641 5,072 4,097 3,585 3,168 2,636 2,321 2,285 2,214 2,225 2,169 2112 2,115 2,062

中学校 4,673 3,984 2,773 2,965 2,169 2,047 1,737 1,527 1,380 1,315 1,272 1,163 1,112 1065 1,046 1,034

（小北中学校を含む）
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２ 教職員の研修

（１）教育研修所

ア 設置目的

（ア）笠岡市立幼稚園，小学校，中学校教職員の現職教育並びに学校教育の諸課題の解決

を図ります。

（イ）教職員の自主的研修を進めるため，定例部会，特別部会，２部会を設けて授業研究等

の実践的研究に重点をおき，各部員が課題をもって取り組む研修をし

ます。

イ 組 織

研

修

所

長

定

例

部

会

委

員

幼

小

中

副

委

員

長

企

画

委

員

長

企

画

委

員

会 特

別

部

会

幼稚園部会

就学前１・就学前２

小学校部会

国語・社会・算数・理科・生活

音楽・図工・体育

外国語活動

中学校部会

国語・社会・数学・理科・音楽

美術・保体・技術・英語

小・中合同部会

学校事務・養護・家庭・学校司書

幼・小合同部会

人権教育・学級経営・生徒指導

情報教育・特別活動・総合的学習

中学校部会

人権教育・学級経営・生徒指導

情報教育・特別活動

総合的学習

幼・小・中合同部会

道徳・特別支援教育・図書館教育
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ウ 各部会研修主題一覧(総会が開催できていないため，内容は昨年度のまま）
（ア）定例部会

部会名 研修主題

小
学
校
部

国語
子どもが主体的に学ぶ，付けたい力を明確にした授業作り

～説明文の授業実践を通して～

社会 子どもが楽しく取り組む社会科学習

算数 学ぶ楽しさを味わう算数指導 ～数学的活動の工夫を通して～

理科 自然をみつめ，人とかかわりながら考えを深める理科学習

外国語活動 コミュニケーションの基礎を身につけた児童の育成

生活

生活を豊かにする生活科の授業

～身近な対象を自分とのかかわりで捉え，よりよい生活に向けて思いや願

いを実現しようとする子どもをめざして～

音楽 深めよう 音楽とのかかわり

図工 楽しく造形活動をしながら，創造力を高める図画工作をめざして

体育 身につけた力を生かしながら，チームで高まる授業づくり

中
学
校
部

国語
確かで豊かな言語力の育成

～主体的かつ対話的で深い学びを意識した指導の工夫

社会 新学習指導要領における授業研究

数学 データ活用について ～新学習指導要領を見通して～

理科 生徒がより主体的に取り組むことができる教材および指導法の研究

音楽 深い学びをもたらす授業の創造

美術 生徒が主体的に取り組む教材の研究

保体 効果的な指導の工夫

技術 新学習指導要領に向けた各領域の研究

英語 小中連携による新しい英語教育の工夫・研究

幼
稚
園
部

１
少人数における保育のあり方を考える

～年齢に応じた育ちを意識した保育のあり方～

２ 遊び・保育の充実をめざして

小
中
合
同
部

家庭 実践的な活動を通して，豊かな生活を創り出す子を育てる家庭科教育

学校事務
「学校教育を支える事務職員に」

～時代に対応した創造性豊かな学校事務職員を目指して～

養護 日常の執務と保健指導

学校司書
「より充実した学校図書館運営を考える」

～授業で使える学校図書館をめざして～
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（イ）特別部会

（２）研究指定校園一覧

ア 令和元・２年度指定

イ 令和２・３年度指定

部会名 研修主題

幼
小
合
同
部

人権教育
教師の人権意識を高めながら，児童・幼児の実践力に結びつく人権学習

をどう進めるか

総合的学習 育てたい資質･能力を明らかにし，豊かに実践する総合的な学習の時間

情報教育 指導しておきたい情報モラル

学級経営
子ども同士がつながる学級づくり

～自己有用感の高まりを目指して～

特別活動 一人一人が生き生きと活動する特別活動

生徒指導 小学校における生徒指導のあり方 ～児童理解を中心として～

幼
小
中
合
同
部

道徳 豊かな人間性を育む道徳教育の幼小中の連携

特別支援教育 個性を生かし，自立を支援する教育の推進

図書館教育 豊かな心を育む学校図書館づくり

中
学
校
部

人権教育 人権を尊重する集団づくり

学級経営 全ての生徒がつながりあえる学級経営

生徒指導 対話でつくる人間関係 ～だっぴ三段攻撃を通して～

情報教育 情報教育のより一層の充実をめざして

特別活動 よりよい人間関係を目指した集団作りの研究

総合的学習 地域学習を取り入れた総合的な学習の時間の効果的な取り組みの研究

校園名 教科領域 研究主題 指定

笠岡西中
全教科

特別活動

つながり合い高め合いながら

生涯にわたる健康づくりに主体的に取り組む生徒の育成

～歯・口の健康づくりをとおして～

市

県

北川小 全領域

友達と関わりながら学ぶ児童の育成

～授業での「友達と関わる活動」と「振り返る活動」に

焦点を当てて～

市

校園名 教科領域 研究主題 指定

神内小

総合的な

学習の時間

生活科

主体的に学び 伝え高め合う子どもの育成

～ふるさとから学び，地域の未来を拓く 神内っ子！～
市
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ウ その他の協力・推進校

☆『授業改革推進リーダー・推進員配置事業』 … 笠岡東中・笠岡西中［県 R1~3］
☆『生きる力をはぐくむ歯・口の健康づくり推進事業』 … 笠岡西中学校［県 R1~2］
☆『スク－ルカウンセラー活用事業』 … 全小中学校 [文]
☆『スクールソーシャルワーカーを活用した行動連携推進事業』 … 全小中学校［県 R2］
☆『小学校における長期欠席・不登校対策システム化推進事業』 … 中央小，大井小，

金浦小，大島小[県 R2]

３）研修会

（４）各校園の校（園）内研究主題一覧（令和２年度）

ア 中 学 校

管理職 ・校長 ・園長 ・教頭

教職員

・教務主任 ・生徒指導担当者 ・学力向上担当者

・人権教育担当者 ・養護教諭 ・園長･主任者

・事務職員 ・人権教育指導者講座 ・人権保育研修講座

・ＩＣＴ活用授業 ・特別支援教育 ・笠岡市学校教育充実アドバイザーに

よる研修会・不登校対応スキルアップ研修会 ・コンプライアンス研修会

・笠岡市学力向上プロジェクト研修会 ・笠岡市英語教育推進委員会

・小学校英語教育パワーアップ研修会 ・ミドルリーダー育成研修会

初任者 ・初任者研修会・成果発表会・人権教育研修会

学校名 研究領域 研究主題

笠岡東中 学力向上
持続的に落ち着いた学校環境の醸成と

夢の実現に向けて意欲的に学ぶ生徒の育成

笠岡西中 全領域
つながり合い，「学びの質」を高める授業の創造

～「対話的な学び」の充実をきっかけとして～

金浦中 全教科
思考力・判断力・表現力の育成のための

言語活動を取り入れた授業づくり

新吉中 全領域
ふるさとを愛し，夢をもち，自ら未来を切り拓く子どもの育成

～小中一貫教育の研究を通して～

大島中 全領域
「確かな学力」の定着・向上をめざした指導方法の工夫

～小中一貫教育を柱とした学びの創造・定着～

神島外中 学力向上
「学びに向かう力」を育成する学習指導・支援の工夫

～「主体的・対話的で深い学び」の基礎固め～

白石中 全教科
少人数学級における指導法の工夫・改善

～多面的・多角的な見方・考え方を引き出す指導法の工夫～



16

イ 小学校

真鍋中 全領域
思考力・判断力・表現力の向上を目指した教育の実践

～深い学びを実現するために～

小北中 全領域
一人ひとりの「学び」の保障と主体的・対話的に学ぶ生徒の育成

～新しい学力観を目指した指導の工夫～

学校名 研究領域 研究主題

笠岡小
国語科

算数科

「主体的・対話的で深い学び」の実現

～見方・考え方を働かせる手立て～

中央小
国語科

算数科

基礎・基本の確実な習得を通して、主体的に学ぶ子どもの育成

～見方・考え方を大切にした国語科（説明的な文章）・

算数科の授業づくりを通して～

今井小 国語科
学び合い，豊かな読みができる子どもの育成

～国語科の実践を通して～

金浦小
国語科

算数科

共に学び合い，自分の考えを表現する児童の育成

～「主体的・対話的で深い学び」のある授業づくりを目指して～

城見小 国語科
自分の思いや考えをもち，進んで表現する子どもの育成

～ＮＩＥ教育の実践を生かして～

陶山小 算数科
基礎学力を身に付け、自分の考えを分かりやすく表現する児童の育成

～特別支援教育の視点を取り入れた授業づくりを通して～

大井小 国語科
自分の考えをもち，伝え合う児童の育成

～国語科「読むこと」（説明的な文章）の授業研究を通して～

吉田小 算数科
「仲間と学び合い、主体的に学ぼうとする児童の育成」

～数学的活動の効果的な活用を通して～

新山小 全教科 各教科の見方・考え方を生かし、対話とつながりのある授業を創る

北川小 全領域
友達と関わりながら学ぶ児童の育成

～授業での「友達と関わる活動」と「振り返る活動」に焦点を当てて～

大島小 全領域 豊かなつながりの中で，互いのよさを認め合う集団をめざして

神内小

生活科

総合的な学

習の時間

主体的に学び 伝え高め合う子どもの育成

～ふるさとから学び、地域の未来を拓く神内っ子！～

神島外小 全領域
自分の思いや考えをもち 豊かに伝え合う子どもの育成

～主体的な学びを目指して～

北木小
国語科

算数科

「個別指導・複式形態を生かした学習指導の充実」

～基礎基本を身に付け，表現する力を伸ばす授業づくり～

真鍋小 算数科 自分の考えをもち，わかりやすく表現できる児童の育成
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ウ 幼稚園

六島小 算数科
主体的に活動し，自分の思いを生き生きと表現する子どもの育成

～個に応じた指導方法の工夫～

幼稚園名 研究領域 研究主題

笠岡幼 全領域
人と関わる楽しさを感じる幼児をめざして

～幼稚園っていいなあ 友達っていいなあ～

富岡幼 全領域
心と体を動かし、友達と夢中になって遊ぶ幼児をめざして

～友達や先生との関わりの充実と基本的生活習慣の確立～

今井幼 全領域
思いを伝え合う幼児の育成をめざして

～はなす・きく・つたえあう活動の援助の在り方～

金浦幼 全領域
自分らしさを発揮しながら共に育ち合う幼児をめざして

～教師の援助や家庭連携の工夫～

大井幼 全領域
継続して遊びこむ力を身につけた幼児の育成をめざして

～大井の自然や人とのかかわりを大切にした保育の工夫から～

尾坂幼 全領域
子どもの育ちを大切にしながら，発達に即した保育のあり方を考える

～一人一人の良さを伸ばし，共に育ち合う幼児の育成をめざして～

横江幼 全領域
自分の思いや考えを伝え合い、共に育ち合う集団づくりをめざして

～いろいろな人とのかかわりを通して～

大島幼 全領域 心豊かに たくましく生きる 幼児の育成をめざして

北木西幼 全領域
心豊かに生き生きと生活する幼児の育成

～援助の工夫と幼児を取り巻く環境の再構成を通して～
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３ 特別支援教育

（１）就 学 指 導

ア 笠岡市内の小・中学校に在籍する児童生徒及び新たに就学する児童で，障がいがある児

童生徒の適正な就学を図るため，笠岡市教育支援委員会を設置し，障がいの種類及び程度

を医学的，心理的，教育的な見地から総合的に診断し，適切な就学相談や就学指導を進め

ています。

イ 県立支援学校の在籍状況（笠岡市の児童生徒）

ウ 特別支援学級数，児童・生徒数

エ 通級指導教室数，児童・生徒数

（２）特別支援学級年間行事

ア ２月 特別支援学級児童・生徒「仲よしボーリング」

（３）西備支援学校との交流教育校

ア 今 井 小 「西備交流会」

イ 神島外中 「スマイル集会」

学 年
小 学 部 中 学 部 合 計

１ ２ ３ ４ ５ ６ 計 １ ２ ３ 計

知的障害 ４ ４ ４ ２ ０ ２ １６ ０ １ ３ ４ ２０

肢体不自由 ０ ０ １ １ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ２ ４

視覚障害 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １

計 ４ ４ ５ ３ ０ ２ １８ １ １ ５ ７ ２５

種 別 学校数
小 学 校 中 学 校

学級数 児童数 学級数 生徒数

知的障害 １６ １１ ３９ ６ ２４

情緒障害 １４ １０ ３６ ５ １９

合 計 ３０ ２１ ７５ １１ ４３

種 別 学校数
小 学 校 中 学 校

教室数 児童数 教室数 生徒数

言 語 障 害 １ ２ ２９ ０ ０

自閉情緒障害 １ ２ ２４ ０ ０

合 計 ２ ４ ５３ ０ ０
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４ 教育相談室・教育支援センタ－事業

（１）笠岡市教育相談室・笠岡市教育支援センター「ほっとふれんず」の概要

【本 室】

ア 所 在 地 笠岡市笠岡１７２３番地の２

イ 電 話 0865-62-2244（業務）62-3399（相談）62-5000（子ども SOS）
ウ Ｆ Ａ Ｘ 0865-62-2244
エ 開設年月日 昭和６０年７月１日（平成１９年４月より現在地へ移転）

【富岡分室】

ア 所 在 地 笠岡市富岡２５４番地の４

イ 電話・FAX 0865-67-6480
ウ 開設年月日 平成１６年８月１日

〈職員体制〉

（２）事 業 内 容

【相談室】

① 令和元年度 相談延数 計７１８回

ア 来室相談 ４５９回

イ 電話相談 ６５回

ウ 訪問相談 １５５回

エ 園・学校訪問相談 ３９回

② 相談業務

ア カウンセリング・・・カウンセラーによる不登校や発達障害等の相談

イ 通室生保護者の会・・通室児童生徒の保護者との懇談 (必要に応じて実施）
ウ 「親の会」・・・・・ 発達障害のある児童・生徒の保護者の集い

(必要に応じて実施）
エ 子ども SOS相談・・ SOS電話による相談

【教育支援センター】

① 令和元年度 支援延数 計２６１回

ア 通室支援 １５８回

イ 面接支援 ４５回

ウ 電話支援 ４４回

エ 訪問支援 ０回

オ 園・学校支援 １４回

② 令和元年度 通室児童生徒数 １０人

名 称 人 数 名 称 人 数

次 長 １ 人 非常勤支援員 １人

相談員（指導員） ４ 人 教育相談室運営委員 １０人

カウンセラー ５ 人 教育相談室協力員 ２７人
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③ 支援内容

◯居場所づくり 生活リズムづくり

◯学習支援

・各教科の補充 ・定期考査相談室受験 ・進路指導 ・パソコン学習

・市立図書館利用

◯生活支援

・生活習慣（食事，挨拶，起床，就寝） ・個別指導 ・友人関係

・親子の会話づくり

◯体験支援

・スポーツ活動 ・園芸活動 ・調理実習 ・手芸 ・オセロ ・トランプ

５ 学 校 給 食

（１）学校給食実施状況

（Ｒ２．５．１現在）

（２）給食センター概要

ア 所在地 笠岡市大井南４２番地の２

イ 敷地・建物 敷地 8,109.23㎡ 建物 3,196.85㎡
ウ 開設年月日 Ｈ３０．４．１

エ 給食回数及び給食費 (令和２年度)
給食予定回数 給食費（１食当たり）

（３）単独給食実施校（島しょ部)

・

区 分

完 全 給 食

単 独 方 式 センター方式 合 計

学校数 園児児童生徒数 学校数 園児児童生徒数 学校数 園児児童生徒数

幼 稚 園 1 2 8 110 9 112
小 学 校 3 13 13 2,049 16 2,062
中 学 校 2 6 7 1,028 9 1,034
合 計 6 21 28 3,187 34 3,208

パ ン 21回 米 飯 158回 小学校 270 円
め ん 21回 合 計 200回 中学校 310 円

笠岡市立北木西幼稚園・北木小学校 笠 岡 市 立 白 石 中 学 校

笠 岡 市 立 真 鍋 小 ・ 中 学 校

笠 岡 市 立 六 島 小 学 校
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生 涯 学 習

１ 生 涯 学 習

（１）生涯学習推進体制

市民がより充実した人生を送ることができる“生涯学習社会”の形成に向け，

市長部局，教育委員会及び市民代表並びに学識経験者等で構成する笠岡市生涯学習

推進本部を設置し，笠岡市における生涯学習に関する施策の総合的推進を図って

います。

ア 生涯学習推進本部及び委員構成

推 進 本 部

本 部 会

（施策・方針決定）

市長，副市長，教育長，政策部長，危機管理部長，総務部長

市民生活部長，健康福祉部長，こども部長，建設部長，産業部長

上下水道部長，市民病院管理局長，教育委員会教育部長

議会事務局長，消防長

懇 話 会

（提言・調整）

企 画 委 員 会

（開発・研究・調査・連携）

笠 岡 市 校 園 長 会

笠 岡 市 内 ５ 校 高 等 学 校 長 会

笠 岡 市 教 育 委 員 会

笠 岡 市 社 会 教 育 委 員 会

笠 岡 市 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会

笠 岡 市 人 権 教 育 推 進 委 員 会

笠 岡 市 婦 人 協 議 会

笠岡市子ども会育成連絡協議会

笠 岡 市 公 民 館 協 議 会

笠岡市文化連盟，笠岡市スポーツ協会

笠 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会

笠 岡 市 社 会 福 祉 協 議 会

笠 岡 市 保 健 協 議 会

笠 岡 商 工 会 議 所

Ｊ Ａ 晴 れ の 国 岡 山

笠 岡 地 区 漁 業 連 絡 協 議 会

企画政策課長，秘書課長

定住促進センター所長，協働のまちづくり課長

危機管理課長，総務課長，人事課長

財政課長，税務課長，収納対策課長

市民課長，人権推進課長，環境課長

地域福祉課長，長寿支援課長，健康推進課長

恵風荘所長，子育て支援課長

こども育成課長，建設管理課長

建設事業課長，都市計画課長，農政水産課長

商工観光課長，ふるさと寄附課長

水道課長，下水道課長，会計課長

教育総務課長，学校教育課長，生涯学習課長

スポーツ推進課長，学校給食センター所長

選挙管理委員会事務局長，市民病院事務課長

議会事務局次長，消防本部総務課長



婦人協議会
子ども会育成連絡協議会 行政協力委員

スポーツ協会 愛育委員会

スポーツ少年団 老人クラブ

PTA連合会 コミュニティ協議会

文化連盟　 消費生活問題研究協議会

文化・スポ-ツ振興財団 等 社会福祉団体　等

社会教育委員会

幼・小・中学校 保育所
図書館 サンライフ笠岡
竹喬美術館 勤労青少年ホーム
カブトガニ博物館 中央公民館 保健センター
郷土館，井笠鉄道記念館 労働福祉会館
市民会館 事務局 老人福祉センター
教育集会所 地区公民館 （生涯学習課　・ 吉田文化会館
教育相談室 協働のまちづくり課） コミュニティーハウス
笠岡総合体育館 離島開発センター　等
古代の丘スポーツ公園
体育センター，海洋センター
運動公園
北木島宿泊研修所
ふるさとふれあいセンター
貫閲講堂

○学習活動の普及啓発 ○連携講座の開講 ○学習データバンク設置 ○指導者養成

・学習プログラムの開発 ・近隣市町連携事業 ・事業，施設

・他部局連携事業 ・団体，グループ，サークル ○学習相談

・広域学習機会 ・指導者，教材，資格

・学習啓発資料の発行 ○学校教育機能の活用 ・情報源情報

・学習推進員養成 ・学校開放講座 ○学習情報提供相談窓口

○学習相談 ・学校施設開放 ・広報紙，情報誌 ○通信教育の啓発

○各種学級講座 ○育英会事業

○出前講座

笠岡市生涯学習推進構造図
笠　岡　市

推　進　本　部

推進目標 「学びが人を育てるまち　笠岡」

本部会
（施策・方針決定）

推進懇話会
（提言・調整）

企画委員会
（開発・研究・調査・連携）

関係団体
関係団体

教育委員会 市長部局

教育総務課 企画政策課

学校教育課 人権推進課

スポーツ推進課 総務課　等

生涯学習課 協働のまちづくり課
教育関連施設 関連施設

生涯学習センター

学習の啓発 学習機会の提供 学習情報提供・相談
団体・グループ・
サークルの援助

個人学習者の援助

○図書館，博物館等の
充実○団体，グループ，サー

クルの援助・イベント，大会（生涯学習
フェスティバル等） ○団体，グループ，サー

クル連絡協議会
○図書館，博物館等の
レファレンスサービスの
充実

地　域　住　民

22
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（２）生涯学習のまちづくり事業

ア 笠岡市生涯学習推進本部

《発 足》 平成 ２年 ２月２７日

《会議の開催》

イ 学習情報提供・相談事業

ウ 住民大会実施事業

エ 学習プログラム開発・実践事業

会 議 名 内 容 委 員 数 実施回数

本 部 会
生涯学習推進のための施策及び方針を協議

・決定し，企画委員会に指示 16人 １回

企画委員会
生涯学習事業の企画開発，研究及び連絡調

整を行い，本部会に報告 36人 １回

懇 話 会
生涯学習推進に関する事項の協議，提言並

びに関係機関団体の連絡調整 18人 １回

事 業 名 内 容 備 考

学習情報紙発行
・生涯学習情報誌 「生涯学習諸学級のあゆみ」

・生涯学習カレンダ－

各施設へ

配布

学習情報提供・

相 談 コ － ナ －

“ばるネット岡山”等を利用して，必要な学習情報の

提供や学習相談を行う。

《提供情報》 ・学習機会情報 ・施 設 情 報

・各種団体情報 ・グル－プ情報

・指導者情報

事 業 名 内 容 備 考

第32回

笠岡市生涯学習

フェスティバル

生涯学習宣言都市として「学びが人を育てるまち 笠

岡」をテーマとし，日頃の学習を通して広がった人の

つながりや生涯学習の輪を生かし，誰もが参加・交

流・体験でき，学びを身近に感じることができるフェ

スティバルを開催する。そして，市民の生涯学習への

意欲を高めるとともに，地域づくりへの主体的な参画

を促す。

開催日 令和３年２月１４日

場 所 笠岡市民会館

参加者

約3,600人

事 業 名 内 容 備 考

笠 岡 市 民 大 学

教 養 講 座

勤労者等成人の学習意欲を喚起する学習機会を提供

するとともに，高度化する市民の学習要求に対応する

プログラムを開発し実践する。《全３回講座》

・講 義 ・討 議 ・その他

参加者

約40人
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２ 社 会 教 育
（１）社会教育委員 (令和2年4月1日現在)

（２）社会教育総合推進事業

（３）育英会事業

（４）成人教育

（５）女性教育

委 員 選 出 構 成 団 体 等 委員数 実施回数

小 学 校 長 会 婦 人 協 議 会

10名 ２回

中 学 校 長 会 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会

文 化 連 盟 学 識 経 験 者

公 民 館 協 議 会 商 工 会 議 所

ス ポ ー ツ 協 会 青 年 会 議 所

事 業 名 内 容 対象人員等

笠 岡 市 成 人 式
新成人を対象に，記念式典及び記念行事を行い，

社会人としての門出を祝う。
対象者

450人

名 称 内 容 対象人員等

公益財団法人

坂本音一育英会

高校生・大学生を対象に，最短修業年限の卒業

期まで奨学金を給与し，奨学生の資質・能力の

向上を図る。

高校生８名

各年度３名以内

大学生１名

各年度１名以内

藤井育英会

高校生を対象に，最短修業年限の卒業期まで奨

学金を給与し，奨学生の資質・能力の向上を図

る。

高校生９名

各年度３名以内

名 称 内 容 学 級 数 等

成 人 学 級
地域における成人の役割や成人自身の生き方を

学習する。
６学級

「県西部の文化」

岡山県生涯学習大学
(市町村広域連携講座)

井笠圏域３市２町と連携をとり，県民を対象に，

各地の歴史，史跡，人物等の講義・見学を通じ

て知識と理解を深める。

４回

８講座

名 称 内 容 学 級 数 等

女 性 学 級
暮らしの問題や男女共同参画の向上について学

習する。
７学級

市 婦 協 研 修 会
女性を取り巻く諸問題を考えるとともに，婦人

会活動の活性化を図る。 ３回

市婦協音楽研修会 音楽を通して，明るいまちづくりを考える。 １回
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（６）家庭教育

（７）高齢者教育

（８）社会教育団体の育成

（９）青少年教育

ア 青少年教育推進体制

イ 青少年健全育成関連事業の実施

名 称 内 容 学 級 数 等

幼 児 学 級
６歳未満の幼児をもつ母親を対象に，育児やし

つけ等について学習する。
２学級

若いいちょうの木

のつどい

市内の全幼児学級が集い，競技・応援等を通して

親子のふれあいを深めるとともに学級間の交流

を図る。

１回

親育ち応援学習

プログラム

保護者に「親育ち応援学習プログラム」を提供し，

子どもの健やかな成長とともに，保護者同士の交

流と育ち合いを支援する。

随時

Ｐ Ｔ Ａ 家 庭

教 育 研 修 会 ＰＴＡと共催し，家庭の教育力向上を図る。 ３回

名 称 内 容 学 級 数 等

高 齢 者 学 級
６０歳以上の高齢者を対象に，文化の伝承や生

きがいを求めた学習を行う。
１学級

名 称 内 容 会 員 数 等

Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会

ＰＴＡ活動のあり方，家庭教育の充実，児童・

生徒の健全育成，障害児教育の充実，人権教育

の充実など

幼小中ＰＴＡ

35校

3,630人

婦 人 協 議 会
男女共同参画社会の実現，明るく住みよい「地域

づくり」，人権教育の推進など

４団体

187人

名 称 内 容 人数回数等

笠岡市青少年問題

協議会
青少年の指導・育成に関すること｡

15人

２回

名 称 内 容

第39回

笠岡子どもフェスティバル

市内の子どもたちが，地域や年齢の違いを越えて交流し，

お互いの親睦を図る。また，市民がスタッフとして参画し，

ボランティア精神の醸成を図る。

・新型コロナウィルス感染防止対策のため，開催延期
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ウ 住民運動の推進

（ア）青少年健全育成活動補助事業

青少年育成事業を行う地区組織に対して補助金を交付し，環境浄化活動，補導

活動，健全育成活動，啓発広報活動の推進を図ります。

以上11地区

第16回

青少年スピーチコンテスト 小学生，中学生による日本語・英語スピーチ大会を開催する。

「たくましい笠岡っ子」

育成事業

小学３年生から６年生までを対象に，子どもたちが主体的に

活動していくことで，たくましさを身につけることをねらい

として，自然体験活動・社会体験活動等を行う。

放課後子ども教室
地域住民の参画により，市内１０カ所で放課後を中心に子ど

も教室を開催する。

土曜日教育支援事業
地域住民の参画により，市内９箇所で土曜日等における土曜

授業や土曜の課外授業支援，土曜学習等を行う。

地域学校協働本部事業

市内５中学校区・14小学校区において，学校・家庭・地

域が一体となって「地域ぐるみで子どもを育てる」体制

づくりを行い，学校教育の支援活動を行う。

（笠岡東中学校区・金浦中学校区・新吉中学校区・大島中学

校区・小北中学校区・中央小学校区・神内小学校区・神島外

小学校区・笠岡小学校区・北川小学校区・北木小学校区・六

島小学校区）

地 区 組 織 名 区 域

笠 岡 東 地 区 青 少 年 健 全 育 成 連 絡 協 議 会 笠 岡 東 中 学 校 区

笠 岡 地 区 青 少 年 健 全 育 成 連 絡 協 議 会 笠 岡 西 中 学 校 区

笠 岡 西 部 地 区 青 少 年 育 成 連 絡 協 議 会 金 浦 中 学 校 区

新 吉 地 区 青 少 年 健 全 育 成 連 絡 協 議 会 新 吉 中 学 校 区

大 島 地 区 青 少 年 健 全 育 成 連 絡 協 議 会 大 島 中 学 校 区

神島外浦・高島地区青少年健全育成連絡協議会 神 島 外 中 学 校 区

白 石 地 区 青 少 年 育 成 連 絡 協 議 会 白 石 中 学 校 区

北 木 地 区 青 少 年 健 全 育 成 協 議 会 北 木 小 学 校 区

真 鍋 島 青 少 年 健 全 育 成 連 絡 協 議 会 真 鍋 中 学 校 区

小 北 地 区 青 少 年 育 成 連 絡 協 議 会 小 北 中 学 校 区

六 島 地 区 青 少 年 健 全 育 成 連 絡 協 議 会 六 島 小 学 校 区
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（イ）啓発事業

（ウ）情報提供

エ 青少年の社会参加促進

オ 指導者の育成

カ 青少年団体の育成

名 称 内 容

第４３回

青少年健全育成推進大会

市民一人ひとりの青少年健全育成に対する認識を深め，市

民意識の一層の高揚を図る。

・青少年健全育成功労者表彰

・明るい家庭づくり作文優秀作品発表及び表彰

・青少年スピーチコンテスト優秀賞受賞者による発表

名 称 内 容

かさおか子どもセンター

「ぼっけぇかさおかわんぱ
く宝箱」

市内における子どもの体験活動機会や家庭教育の支援に関

する情報誌を年４回発行する。

名 称 内 容 対 象 者 回 数

青少年社会参加促進事業
社会貢献活動を通して，地域

貢献への意識の向上等を図る。

高校ＶＹＳ連

絡協議会員 10回

名 称 内 容 対 象 者 回 数

子ども会育成者指導者

研修会
レクリエーション講習会

子ども会育成

者及び指導者
１回

子ども会ふれあい体験 親子ふれあい地引網，工場見学，
たこづくり教室・たこあげ大会

子ども会員 ５回程度

名 称 内 容 会 員

高校ＶＹＳ連絡協議会

実践的，具体的奉仕活動を行う。また

研修活動，奉仕活動，仲間づくり活動

を通して地域社会の福祉増進に寄与す

る。

市内高校に在学す

る者

子ども会育成連絡協議会

会員相互の交流を深めるとともに単位

子ども会の自主的な活動を支援する。

育成者，指導者，リーダーの育成指導

を図る。

市内子ども会会員

及び育成者・指導

者

青少年健全育成連絡協議

会

関係機関団体相互の連絡調整を行うと

ともに地域の活動を促進することで，

青少年の健全な育成を図る。

青少年育成運動推

進指導員・推進員

地区組織会長・市

関係者
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（１０）笠岡青少年育成センター

笠岡市，里庄町の１市１町で育成協議会を設置し，広域で青少年の健全な育成を

図ります。

ア 組 織

イ 事業の内容

笠岡市及び里庄町青少年育成協議会

（笠岡市，里庄町）

笠 岡 青 少 年 育 成 セ ン タ ー

里 庄 分 室

事 業 内 容

定例合同補導 指導員，警察（少年補導員）等と合同補導を行う。

特別合同補導
夏祭り，花火大会その他特別催物等において，ＰＴＡ等関係団体と

合同補導を行う。

広域特別補導
列車補導，バス補導，バイク通学指導を指導員，ＰＴＡ等と合同補

導を行う。

少 年 相 談 少年の非行問題等の相談

専門機関への

連絡と措置 児童相談所，社会福祉事務所，警察署，学校等
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３ 文 化

（１）芸術文化活動の普及促進

ア 芸術文化活動交流への積極的な参加を奨励し，優れた知性と心豊かな文化意識の

高揚を図ります。

令 和 ２ 年 度 文 化 事 業 計 画

イ 文化活動の拠点となる文化施設の整備及び機能充実を図り，活力ある文化環境の

促進を図ります。

（２）文化財の保存と活用

ア 文化財の保存伝承を図るため，優れた郷土の文化財を調査研究し，適切な保存管

理に努めます。

イ 文化財の活用を図るとともに，市民が歴史文化に触れる機会を提供することに努

めます。

（３）文 化 財

ア 国指定文化財 （令和２．５．１現在）

開 催 年 月 事 業 名 会 場

２年 ５月 笠 岡 市 さ つ き ・ 新 緑 展 市 民 会 館

２年１０月 名 月 観 賞 の 夕 べ 市 民 会 館

２年１０月 笠 岡 市 菊 花 展 市 民 会 館

２年１１月 笠 岡 市 文 化 祭 市 民 会 館

２年１１月 笠 岡 市 芸 能 祭 市 民 会 館

３年 １月 笠 岡 市 児 童 ・ 生 徒 美 術 展 市 民 会 館

３年 ２月 笠 岡 市 美 術 展 市 民 会 館

３年 ３月 笠岡市木山捷平文学選奨表彰式 ギャラクシーホール

３年 ３月 笠 岡 市 写 真 展 市 民 会 館

種 別 名 称 指 定 年 月 日

建 造 物 遍照寺多宝塔・附石碑１基 Ｓ 50年 6月23日

絵 画 絹本著色仏涅槃図（自性院・安養院） Ｍ 34年 8月 2日

〃 絹本著色地蔵十王像（日光寺） Ｍ 34年 8月 2日

考 古 資 料 岡山県大飛島祭祀遺跡出土品 Ｈ 15年 5月29日

無形民俗文化財 白石踊 Ｓ 51年 5月 4日

史 跡 津雲貝塚 Ｓ 43年 5月11日

名 勝 白石島 Ｓ 18年 2月19日
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イ 県指定文化財

ウ 市指定文化財

エ 国登録文化財

オ 日本遺産

〃 応神山 Ｓ 18年 8月27日

〃 高島 Ｓ 19年11月 7日

天 然 記 念 物 カブトガニ繁殖地 Ｓ 46年 6月16日

〃 白石島の鎧岩 Ｓ 17年10月14日

種 別 名 称 指 定 年 月 日

建 造 物 神護寺本堂 附棟札２枚 Ｈ 13年 3月23日

〃 菅原神社眼鏡橋 附眼鏡碑１基 Ｈ 13年 3月23日

石 造 美 術 春日神社石鳥居 Ｓ 35年 8月23日

〃 沢津丸の宝塔 Ｓ 51年 3月31日

絵 画 絹本著色両界曼荼羅図（持宝院） Ｓ 37年 4月 3日

彫 刻 木造如来立像（三宝院） Ｈ 17年 3月11日

工 芸 考 古 遍照寺の梵鐘 Ｓ 34年 3月27日

〃 持宝院の梵鐘 Ｓ 34年 3月27日

〃 短刀銘貞次 Ｓ 46年 6月18日

無形民俗文化財 大島の傘踊り Ｓ 51年 3月31日

有形民俗文化財 笠岡港の力石 附浜仲仕の法被・褌 Ｓ 58年 4月 8日

史 跡 関戸の廃寺跡 Ｓ 38年 8月 1日

天 然 記 念 物 真鍋大島のイヌグス Ｓ 32年 5月21日

種 別 件数 種 別 件数 種 別 件数

建 造 物 ３ 石 造 美 術 ７ 絵 画 ９

彫 刻 ５ 工 芸 考 古 ２ 書 跡 典 籍 ２

歴 史 資 料 １ 無形民俗文化財 ５ 史 跡 16

天 然 記 念 物 10

種 別 名 称 件 数 登 録 年 月 日

有形文化財（建造物） 真鍋家住宅 主家ほか ５ Ｈ 18年 4月12日

有形民俗文化財 北木島の石工用具 １ Ｈ 26年 2月24日

タイプ タ イ ト ル 認 定 年 月 日

シリアル型 知ってる!? 悠久の時が流れる石の島 ～海を

越え，日本の礎を築いた せとうち備讃諸島～

Ｒ 1年 5月20日
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４ ス ポ ー ツ

（１）スポーツ推進体制

（２）各種スポーツ大会の実施（令和２年度計画）

（※）新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした

（３）スポーツ・レクリエーションの普及

ア スポーツ教室（令和２年度計画）

（※）新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした

名 称 内 容 年間回数 委 員

笠岡市スポーツ推進委員協議会 企画・指導・普及 ７回 １９人

笠岡市スポーツ協会理事会 行事の企画運営 １回 ２４人

名 称 内 容

第３９回笠岡市オリエンテーリング大会（※）白石島特設コース１３クラス

笠岡市Ｂ＆Ｇ海洋センター第３８回バドミントン大会（※) ７クラストーナメント戦

第３０回・第３１回笠岡市ニュースポーツ大会 シャフルボード（ダブルス）

第５２回笠岡市子どもソフトボール大会（※）トーナメント戦

第６５回笠 岡 市 青 少 年 柔 剣 道 大 会（※）個人戦・団体戦

第５４回笠 岡 市 民 ス ポ ー ツ 大 会 １６種目

第３４回カ ブ ト ガ ニ 駅 伝 大 会 男女；６区間

第２４回べいふぁーむ笠岡マラソン大会 1.5，3，10km，ハーフ

笠 岡 市 ス ポ ー ツ 協 会 表 彰 式 体育振興寄与者，成績優秀者を表彰

名 称 対 象 人 数 期 間 回数 備 考

ニュースポーツ

講習会
一 般 ６０人

７月・３月

（※）
６回

（公財）笠岡市文化･スポー

ツ振興財団と共催

バスケットボール（※）小学1年～6年 ３０人 ４月～５月 ５回 （公財）笠岡市文化･スポーツ

振興財団，(一財)笠岡市総合

福祉事業団吸江社と共催

陸上競技（※） 小学4年～6年 ５０人 ４月～５月 ５回

軟式野球 小学1年～6年 ３０人 ８月 ５回

ソフトテニス 小学1年～6年 ２５人 ８月～９月 ５回

マット運動・

レスリング

小 ･ 中 学 生 ２５人 ９月～１１月 ６回

サッカー 4・5歳児 ２０人 ９月～１０月 ６回

テニス 18歳以上 ２０人 ９月～１０月 ５回

テニス 高校生以上 ２０人 ７月～９月 ８回 (一財)笠岡市総合福祉事業

団吸江社へ委託バドミントン 小学4年以上 １５人 ７月～８月 ６回

卓 球 小学4年以上 １０人 ７月～８月 ６回
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イ 全国大会等出場選手賞揚（令和元年度実績）

ウ 指導者の養成

エ スポーツ団体の育成

区 分 大 会 名 等 種 目

世界大会

2019 世界ベンチプレス選手権

2019/5/18～5/25 千葉県

UCI BMX 世界選手権大会

2019/7/23～7/27 ベルギー

2019 ワールド パラスノーボード

ワールドカップ

2019/12/2～12/5 フィンランド

ベンチプレス，ＢＭＸ，パラスノー

ボード

全国大会

第 39 回全国少年柔道大会

2019/5/18～5/25 東京都

ほか 52件

レスリング，柔道，ウエイトリフテ

ィング，野球，バドミントン，ダン

スドリル，卓球，陸上，ソフトボー

ル

ほか

中国大会

第53回中国高等学校ウエイトリフテ

ィング競技選手権大会

2019/6/15～6/16 鳥取県

ほか 35件

サッカー，バレーボール，ウエイト

リフティング，レスリング，軟式野

球，卓球，陸上，ゴルフ，野球，テ

ニス，柔道，バドミントン

ほか

合計 92 件 190 人(30 団体を含む)

賞揚金 1,595 千円

スポーツ特別賞盾ほか 343 千円

事業費 合計 1,938 千円

名 称 内 容 対 象 備 考

スポーツ推進委員研修会 情報収集・実技指導 笠岡市スポーツ推進委員 １９人

名 称 内 容 対 象 備 考

笠岡市スポーツ協会
市民スポーツの

普及・企画運営
２３部

笠岡市スポーツ少年団
少年スポーツの普及・振興

ソフトボール ８団

剣 道 ２団

バレーボール ２団

卓 球 １団

３２２人



33

５ 公 民 館

（１）活動組織図

（２）公民館活動の推進体制

（３）中央公民館活動状況

ア 中央公民館講座

（ア）主催講座（４講座・４８人） 令和 2年 4 月 1日現在

（イ）自主講座（５０講座・６７５人） 令和 2年 4 月 1日現在

名 称 内 容

笠岡市公民館協議会 年間事業方針・計画ほか

中央・各地区公民館運営審議会 各種事業について調査・審議

名 称 月回数 在籍数 名 称 月回数 在籍数

手話でこんにちは！ ４回 １７ スマホ教室（午前の部） ２回 ８

菊づくり勉強会 １回 １５ スマホ教室（午後の部） ２回 ８

名 称 月回数 在籍数 名 称 月回数 在籍数

油 絵 ２回 １０ リフォーム(洋裁) ２回 ８

水彩・アクリル画 ２回 １５ Ｗｏｒｄ講座 ２回 １０

水 墨 画(入門) ２回 １１ Ｗｏｒｄ２講座 ２回 １０

水 墨 画 １回 １０ Ｅｘｃｅｌ講座 ２回 ９

日 本 画(午前) ２回 １３ かな・実用書道 ２回 １３

日 本 画(午後) ２回 １０ か な 書 道 ２回 ６

たのしく木版画 ２回 １３ 漢 字 書 道 ２回 ５

編物(水曜日の部) ２回 １５ 硬筆・筆ペン(水曜組) ２回 ２２

編物(土曜日の部) ２回 １０ 硬筆・筆ペン(金曜組) ２回 １６

和紙ちぎり絵 １回 １０ 美文字に絵を添えて １回 ９

笠岡市教育委員会

生 涯 学 習 課

中 央 公 民 館

地 区 公 民 館

運 営 審 議 会

運 営 審 議 会 管理委員会

公民館協議会 主催・自主講座

公民館活動 地区まちづくり

学級・教室・講座 推進委員会公民館行事 助成事業

（各館１０名以内） （２０館） （各館１０～１５名）

（１０名以内）
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イ 公民館活動振興事業

ウ 公民館指導者の育成

（４）公民館活動助成事業

ア 公民館活動助成事業の目的

「心豊かでたくましさのある人間尊重のまちづくり」を推進するために，地区住民の主体

的参加のもと，地区公民館単位で生涯学習まちづくり事業の促進を図る。

イ 対 象 事 業

（ｱ）地域ぐるみの社会参加活動

（ｲ）生涯学習を進める住民大会

（ｳ）ボランティア活動

(ｴ) 学習サークル活動

（ｵ）地域のネットワークづくり活動

（ｶ）その他の生涯学習まちづくり活動

コ ー ラ ス ４回 ２０ ソシアルダンス ２回 １１

シニアは今青春だ！ ２回 ２７ 楽しいハワイアンフラ ２回 ８

シャンソン大好き！ ２回 １０ たのしく英会話 ２回 １１

大 正 琴 ２回 ６ 楽しく学ぼう中国語 ２回 ９

天 平 筝 ２回 １０ こども将棋 ２回 １５

らくらくピアノ A ２回 １７ 手打ちそば(水曜) ２回 ２０

らくらくピアノ B ２回 １２ 手打ちそば(土曜) ２回 １９

箏 曲) ２回 １３ めざせ！！料理の鉄人 １回 １８

太極拳（火曜日の部） ２回 １５ 古文書を読み解こう １回 １５

太極拳（水曜日の部） ４回 ２０ 現 代 詩 １回 １２

アンチエイジング・ヨーガ ２回 ２４ 自分史を書 こ う・随 筆 １回 １１

ヨーガ・セラピー ２回 ２４ 川 柳 ２回 １０

癒 し の ヨ ガ ２回 １４ 短 歌 １回 １３

わらいヨガ＆やさしいヨガ ２回 １１ 俳 句 １回 ９

フレッシュ！からだづくり ２回 ２５ 真金ふく郷人 ２回 ２０

名 称 内 容 期 間 等 人数等

公民館活動助成事業 地区公民館の生涯学習まちづくり事業 ４月～３月 ２０館

講座修了作品展 作品展示や活動内容の紹介展示など，一

年間の成果発表を行う。

3月 13日 ･ 14日

(予定)

約５１０人

事 業 の 名 称 内 容

館長・主事等研修会 岡山県公民館連合会研修会

公民館職員等人権教育研修会 公民館職員等の資質向上
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ウ 令和２年度 公民館活動助成事業 （９５事業）

公民館名 事 業 名 公民館名 事 業 名

笠岡東 土曜遊びのプラザ（１） 大 井 地域をつなぐふれあい公民館だより

とコミュニティカレンダー土曜遊びのプラザ（２）

土曜遊びのプラザ（３） 花いっぱいの地域づくり

土曜遊びのプラザ（４） 地域で学ぶふれあい交流会

土曜遊びのプラザ（５） 大井地区公民館フェスティバル

教養講座 サークル育成事業

（楽しいﾊﾝﾄﾞｸﾗﾌﾄ教室）花いっぱい運動

公民館便り 吉 田 エヒメアヤメ育成事業

あなたもわたしもチャレンジ教室

吉田地区生涯学習フェスティバル

新 山 広報事業

公民館まつり

笠 岡 笠岡公民館だより 美しいまちづくり事業

笠岡公民館文化祭 グラウンドゴルフ大会

体力づくり体育祭 北 川 文化に親しむまちづくり事業

くらしのエンジョイシリーズ 三世代交流事業

地区スポーツ大会

今 井 生涯学習を発展させる文化祭 大 島 ふれあいスポーツまつり

生涯学習を発展させる芸能祭 大島公民館まつり

生涯楽習を推進する事業 大島おやじの会

郷土を残そう

金 浦 金浦スポーツ少年団親善ソフトボール大会 地域で学ぼう学習サークル

ときめき体験隊 神 島 てくてく神島で地域を知ろう

金浦地区民体育祭 とんど行事

ふれあい芸能文化祭 ふれあい文化祭

公民館だより ふれあい便り(栂の丸)発行と広報活動

城 見 学びの広場「ふれあい陶芸教室」 神島外 ふれあい歴史探訪

城見地区民ふれあいレクスポ大会 キラリ☆神島

城見ふれあい芸能文化祭 夏休みチャレンジ教室

心をはぐくむ茶道教室 地域ふれあい事業

陶 山 陶山土曜チャレンジクラブ 高 島 ふれあい歴史探訪

公民館だより パソコン教室

文化に親しむ事業（芸能文化祭・節句祭り） 水彩画教室

陶山ぼっけー体育祭 フラワーアレンジメント教室

ふれあい道しるべあいさつ運動 文化継承事業
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（５）公民館施設一覧 （㎡）

公民館名 事 業 名 公民館名 事 業 名

飛 島 美化活動 北木西 伝統文化の継承事業

グラウンドゴルフ大会 ふれあい文化祭

飛島ふれあい文化祭 公民館だより

ふれあい歴史探訪 スポーツ大会

大正琴講座 楽しいチャレンジ教室

白 石 地区スポーツ大会とニュースポー

ツの推進

ふるさと探訪

学習サークル育成事業 真鍋島 学習サークル

公民館まつり・地域情報広報誌 文化の継承

体験工房の整備とＮＰＯ連携によ

るアート・エコ活動の推進

広報活動

公園の整備

北 木 公民館まつり 視察旅行

スポーツ大会 六 島 習字教室

北木公民館グランドゴルフ大会 英会話教室

水彩画教室 健康麻雀教室

パッチワーク教室 お楽しみ教室

パソコン教室 灯台と水仙の島づくり

まちづくり広報誌

文化教室（茶道・手芸）

名 称 所 在 地 電 話 建築面積

中央公民館 笠岡市笠 岡 １８６６－１ 69-2156 ９０４.７０

笠岡東公民館 〃 富 岡 ３００－３ 67-4016 １,４７０.７６

笠岡公民館 〃 笠 岡 １８６６－１ 63-2121 併設・倉庫 ４６.５３

今井公民館 〃 今 立 ２５８７－１ 62-4368 ２５４.６４

金浦公民館 〃 生江浜 ２０６６ 66-3433 ４０１.６０

城見公民館 〃 用之江 ２０６４ 66-1807 ２５７.８６

陶山公民館 〃 押 撫 ９１４ 66-1149 ２５６.４８

大井公民館 〃 小平井 ２２０３－２ 63-0663 ３５３.３１

吉田公民館 〃 吉 田 ２２２３－２ 65-1938 ３９１.７４

新山公民館 〃 山 口 ３２５８ 65-0220 ２６１.６１

北川公民館 〃 走 出 ４０５３－５ 65-2126 ３１９.０７

大島公民館 〃 大島中 ７２６４ 67-0176 ３５８.５９

神島公民館 〃 神 島 ４１３６ 67-4124 ４１３.６７

神島外公民館 〃 神島外浦 １６３６－１ 67-4653 ２５１.９６

高島公民館 〃 高 島 ４７６４－１ 67-3136 ２６１.００

飛島公民館 〃 飛 島 ５９２３－１ 68-2414 １９３.３４

白石公民館 〃 白石島 ６０４－１ 68-4519 ３１３.８１
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北木公民館 〃 北木島町 ３８０２－５３ 68-4114 ９２.１２

北木西公民館 〃 北木島町 ７８８６－４６ 68-2898 ２５６.４８

真鍋島公民館 〃 真鍋島 ４００６－２ 68-2852 併設・倉庫 ２６.５８

六島公民館 〃 六 島 ５７２０ 68-2992 １３０.７８
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６ 笠岡市立図書館

図書，記録，その他必要な資料を収集し，一般市民の利用に供し，もって文化の

向上に資することを目的としています。

（１）概 要

所 在 地 笠岡市六番町１番地の１５

開館年月日 昭和５３年４月３０日(こども図書館開館 平成２１年４月２３日)

構 造 鉄筋コンクリート一部鉄骨造２階建

敷 地 面 積 ２,４８３.７９㎡

建築延面積 １,７１５.１２㎡

蔵 書 能 力 １３０,０００冊

(㎡)

（２）事業の内容

ア 図書，記録及び諸資料を収集

イ 読書会，研究会，資料展示会

ウ 貸出文庫の巡回

エ 県立図書館，その他の図書館等との連携

オ 子ども読書推進活動の支援

（３）令和２年度の主な事業

１ 階 ２ 階

一般閲覧室 １５１.００ 一般閲覧室 ２４１.００

児童閲覧室（こども図書館） ２７８.００ 多目的室 ８４.００

ＡＶ･新聞雑誌コーナー ４９.００ 木山捷平文学コーナー ４６.００

事務室 ３０.００ 森田思軒顕彰コーナー ４５.００

授乳室 １３.００ 書 庫 ６２.００

書 庫 １８２.００ その他 ２５１.８７

その他 ２８２.２５

計 ９８５.２５ 計 ７２９.８７

開 催 月 日 事 業 名

毎月１回 巡回文庫業務（陸地部，島しょ部）

毎月１回 幼稚園・保育所への配本事業

毎月第２木曜日 ブックスタート事業

毎月第２土曜日 子ども映画会

毎月第３・４土曜日 紙芝居とおはなしの会

毎月第４金曜日（７月・８月を除く） あかちゃんといっしょのおはなしかい

開催日未定 「本のリサイクル会」ほか
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（４）蔵書冊数 (R2.4.1現在)

（５）令和元年度貸出状況 (R2.3月末現在)

（６）木山捷平文学コーナー

木山捷平は，明治３７年，小田郡新山村（現笠岡市山口）に生まれ，昭和４３年，

６４歳で亡くなりました。

昭和４年処女詩集「野」，昭和６年第二詩集「メクラとチンバ」，昭和９年には小説

「出石城崎」を発表しました。昭和３１年発表した「耳学問」で好評を博し，「大陸の

細道」が昭和３７年度芸術選奨文部大臣賞を受賞，名実ともに文壇での地位を確立し

ました。多くの小説や随筆作品は「反骨」「自虐」「飄逸」「とぼけ」等，庶民生活の機

微や人生の哀歓をユーモアとペーソスを交えて写し出す文学として評されています。

こうした文学的業績を称え，さらに木山捷平文学を鑑賞してもらうため，ご遺族の

協力を得て昭和６３年３月に木山捷平文学コーナーを開設，自筆の原稿や色紙，著書，

雑誌，写真，愛用品等の展示のほか著書の閲覧や貸出もしています。

（７）森田思軒顕彰コーナー

森田思軒は，明治期翻訳文学の先駆者として，文久元年小田郡笠岡村（現笠岡市中

央町）に生まれ，明治３０年に東京・根岸で３６歳で亡くなりました。

３６年という短い生涯を新聞記者，翻訳家，批評家，随筆家としてめざましく活躍

し，特に明治２９年に刊行されたジュール・ヴェルヌ原作の「十五少年」は当時の若

者を熱狂させ，「翻訳王」と呼ばれました。

こうした業績を称え，さらに後世に伝えるため，思軒の子孫にあたる白石家から思

軒の遺稿、手紙等の資料の寄託を受け，平成１２年４月に森田思軒顕彰コーナーを開

設し，著書，自筆原稿，書簡，愛用品等を展示しています。

蔵 書 冊 数

一 般 用 １２４,１３６

児 童 用 ５９,８２１

紙 芝 居 ２,４３２

計 １８６,３８９

本 館 巡 回 計 利用者カード

陸 地 部 島 しょ 部 登 録 者

大 人
５５,８０１人

１５６,８１４冊
２,７０６人
２,７７０冊

１８８人
４１３冊

５８,６９５人
１５９,９９７冊

１２,７７２人

子ども
５,５０５人

１０５,５０７冊
９６５人

１７,８０３冊
６９人

１３６冊
６,５３９人

１２３,４４６冊 ２,６２１人

計
６１,３０６人

２６２,３２１冊
３,６７１人

２０,５７３冊
２５７人
５４９冊

６５,２３４人
２８３,４４３冊 １５,３９３人
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（８）笠岡市立視聴覚ライブラリー

学校教育及び社会教育における視聴覚教育の振興に資するため，視聴覚教具，

教材を収集整備し，その効果的利用を図ることを目的としています。

・学校教育，社会教育における視聴覚教育の研究

・視聴覚教具教材の整備，貸出し

・教材目録，利用の手引き等の発行

・視聴覚教育に関する講座，講習会の開催

・その他視聴覚教育の振興に関する事業
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７ 笠岡市立カブトガニ博物館

「天然記念物カブトガニ繁殖地」の保護並びに保護思想の普及を図るとともに教育，学

術及び文化の向上に寄与することを目的としており，「生きている化石カブトガニ」をテ

ーマに，日本に一つ，世界に一つのユニークな博物館で自然の尊さを学び，進化の歴史を

学習することができます。

（１）概 要

所 在 地 笠岡市横島１９４６番地の２

開館年月日 平成２年３月１６日（リニューアルオープン平成２１年７月５日）

構 造 鉄筋コンクリート一部鉄骨造２階建

敷地面積 ３３,０３９.６０㎡

建築延面積 １,８４６.２７㎡

恐竜公園面積 ２３,４７３.００㎡

（２）事業の内容

ア カブトガニ繁殖地の保護

イ カブトガニの調査研究及び保護増殖

ウ カブトガニを主題とした自然界に関する実物，標本，文献，図書，図表，

写真，フィルム等（博物館資料）を収集，保管及び展示

（３）令和元年度事業

（４）館 蔵 品

（Ｒ２.４.１現在）

（５）展 示 案 内

エントランスホール カブトガニはい跡化石

生きているカブトガニ カブトガニの外部と内部のつくり

生きている化石コーナー カブトガニの発生と成長

カブトガニシアター 産卵のジオラマと干潟のジオラマ

笠岡とカブトガニ カブトガニの進化と辿った道

化石のタッチコーナー カブトガニの分布

カブトガニ百科 カブトガニの種類

特別展示室 カマラサウルス

開 催 年 月 事 業 名

令和元年 7 月 20 日～9 月 29 日 特別展示「川のいきもの展＠笠岡」

令和 2 年 2 月 1 日～3 月 27 日

（3 月 28 日から臨時休館）

特別陳列「造られたいきもの展」

品 目 数 量 品 目 数 量

動物標本 １，２５０ 地学資料 ４７５

恐竜模型 １１ カブトガニ関係文献 ９７６

カブトガニ標本 ２，６３１ 書籍等 ４０４
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カブトガニのマリオネット カブトガニ呼吸器（鰓）

カブトガニ幼生展示 瀬戸内海の魚類生体展示

ダイノスロープ（恐竜骨格模型ほか） 動く恐竜模型バリオニクス

スタンプラリー カブトガニのクイズコーナー

（６）恐 竜 模 型（恐竜公園及び館内）

（７）令和元年度入館実績

（単位：人）

学 名 食性 頭数 大きさ 推定体重

アパトサウルス 草食 １ ２１ｍ ３０ｔ

ディプロドクス 草食 １ ２７ｍ １０ｔ

イグアノドン 草食 １ ９ｍ ５ｔ

ティラノサウルス 肉食 １ １５ｍ １０ｔ

プロトケラトプス 草食 ２ ２.４ｍ １８０kg

プテラノドン 肉食 １ ８ｍ ５６kg

エラスモサウルス 肉食 １ １０ｍ －

コンプソグナツス 肉食 １ ０.６ｍ ３kg

カマラサウルス全身骨格 草食 １ １６ｍ １８ｔ

バリオニクス 肉食 １ ７ｍ ２ｔ

恐竜頭骨展示

アルバートサウルスほか
５

メガロドン顎骨 肉食 １ １６ｍ ５０ｔ

ディノニクス全身骨格 肉食 １ ２.４ｍ ８０kg

恐竜足跡模型

アパトサウルス，アロサウルス
２

プロトケラトプス全身骨格 草食 １ ２ｍ １.４ｔ
プシッタコサウルス全身骨格 草食 １ １ｍ ２０kg

プレシオサウルス全身骨格 肉食 １ ２.７ｍ －

ダンクレオステウス頭骨 肉食 １ １ｍ

アロサウルス頭骨 １ 0.84ｍ

魚交連骨格 パキリゾドゥス １ １.８ｍ

魚交連骨格 シファクティヌス １ ３.８ⅿ

スピノサウルス頭骨 肉食 １ １.２ｍ

区 分 個 人 団 体 計

一 般 ２１，４５０ ７１１ ２２,１６１

高 校 生 ３１９ ２１６ ５３５

小・中学生 ７,３９７ ４,１０５ １１,５０２

入館料免除者 ３０，４７０ ０ ３０，４７０

その他（招待者・優待者） １０８ ０ １０８

計 ５９，７４４ ５，０３２ ６４，７７６
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（８）カブトガニの保護・増殖の経緯

年 保 護 ・ 増 殖 の 経 緯

昭和 ３

４６

４９

５３

平成 ２

３

４

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

笠岡市生江浜の海岸が国から「天然記念物カブトガニ繁殖地」に指定される

生江浜指定地の干拓着工のため大島・神島海岸を繁殖地として追加指定（文部

省）

カブトガニ保護少年団（市内５中学校）結成

カブトガニ保護センター竣工（１０月）

保護センターにて研究・保護・増殖本格化

卵の採取・人工ふ化・幼生を指定地へ放流

「日本カブトガニを守る会」（全国）の結成 会長 関口晃一教授（１,０００人）
笠岡市立カブトガニ博物館・恐竜公園竣工

監修者 関口晃一氏（元筑波大学教授）濱田隆士氏（東京大学教授）

アメリカカブトガニ卵から成体までの飼育に成功

昭和６３年卵の飼育を始め平成３年９月６日に成体となる

研究室において日本カブトガニ卵から１４回脱皮までの飼育に成功（日本初）

カブトガニ大量飼育の５カ年計画策定

日本カブトガニ卵から１３回脱皮に成功（日本初）

第１回笠岡市カブトガニ保護対策調査委員会開催

委員長 川口四郎氏，副委員長 関口晃一氏

繁殖地内にて産卵確認（１６箇所），カブトガニ幼生を実験放流

カブトガニ幼生を実験放流，繁殖地内にて産卵確認（６０箇所）

飼育研究室増改築竣工（３月）

カブトガニ成体３０つがいを放流，繁殖地内にて産卵確認（２箇所），カブト

ガニ成体行動調査実施

繁殖地内にて産卵確認（７箇所），笠岡湾水落干潟で７齡幼生確認

笠岡市カブトガニ保護対策調査委員会から保護対策の答申（６月）

カブトガニ卵から成体までの飼育に成功（世界初）

昭和６３年～平成１１年９月２８日

カブトガニ幼生５齢以上３５０匹，５齢以下１,１３５匹放流
繁殖地内にて産卵確認（５箇所），幼生確認（９１匹）

笠岡市カブトガニにやさしい環境づくり委員会開催（計３回）

繁殖地内にて産卵確認（２７箇所），カブトガニ幼生５齢以上３１１匹放流

科学系博物館活用ネットワーク推進事業（「幼生育成ボランティア」を募集，

飼育について説明会開催）

天然記念物「カブトガニ繁殖地」保護管理指針作成

繁殖地内にて産卵確認（３箇所），幼生確認（３５匹，脱皮殻１個），カブトガ

ニ幼生４齢以上４００匹放流

繁殖地内にて幼生確認（５１匹，脱皮殻４，屍骸５），産卵確認（５箇所），カ

ブトガニ幼生９０１匹放流

「笠岡湾における海水浄化の調査報告会」実施

繁殖地内にて幼生確認（４５０匹，脱皮殻２，屍骸３），繁殖地内にて産卵調

査（産卵確認できず），カブトガニ幼生８８４匹放流

「繁殖地保護看板」設置（夏目海岸３箇所）
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１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

令和 元

笠岡市カブトガニ保護条例施行（７月１日）

１０月２４日飼育展示室一般公開開始

繁殖地内に幼生確認（９３匹，屍骸２，這い跡１箇所），繁殖地内にて産卵調

査（産卵確認できず），カブトガニ幼生１,０００匹放流

カブトガニ繁殖地内にて幼生確認（１２９匹，屍骸１，這い跡１箇所，脱皮殻

１１個），繁殖地内にて産卵調査（産卵確認できず），カブトガニ幼生７００匹

放流

繁殖地内にて幼生確認（９６匹，脱皮殻２個），繁殖地内にて産卵調査（産卵

確認できず），カブトガニ幼生２,４５０匹，卵４１５個放流

カブトガニ保護啓発看板設置（３箇所）

繁殖地内における幼生確認（９５匹，脱皮殻１個），繁殖地内にて産卵調査（産

卵確認できず），カブトガニ幼生１,０５０匹放流

カブトガニ保護啓発看板設置（３箇所）

繁殖地内にて幼生確認（１０３匹，脱皮殻３５個），繁殖地内にて産卵調査（産

卵確認できず），カブトガニ幼生９３０匹放流

カブトガニ繁殖地内にて産卵確認（３箇所），幼生確認（７５匹，脱皮殻１４

個）, カブトガニ幼生９３０匹放流

カブトガニ保護啓発看板設置（夏目海岸８箇所）

カブトガニ繁殖地内にて産卵確認（２箇所），幼生確認（１３０匹，脱皮殻２

５個）, カブトガニ幼生９００匹放流

カブトガニ繁殖地内にて産卵確認（３箇所），幼生確認（１７７匹，脱皮殻 8

個）, カブトガニ幼生１，０００匹放流

カブトガニ繁殖地内外にて産卵確認（６箇所），幼生確認（２３３匹，脱皮殻

２４個）,カブトガニ幼生９，６４４匹放流

カブトガニ繁殖地内外にて産卵確認（４箇所），幼生確認（３５０匹，脱皮殻

１０個）, カブトガニ幼生４，９２７匹放流

カブトガニ繁殖地内外にて産卵確認（１２箇所），幼生確認（５２０匹，脱皮

殻２個）, カブトガニ幼生１９，５４４匹放流

保護したカブトガニの成体放流を行事として初めて実施。成体１７匹放流

カブトガニ繁殖地内外にて産卵確認（３２箇所），幼生確認（４３３匹，脱皮

殻２個）, カブトガニ幼生７，９３２匹放流

保護したカブトガニの成体放流を実施。成体１１匹放流

カブトガニ繁殖地内外にて産卵確認（５６箇所），幼生確認（５４４匹，脱皮

殻６個）, カブトガニ幼生５００匹放流, 保護したカブトガニの成体を放流。

放流した成体２４匹。

カブトガニ繁殖地内外にて産卵確認（３３箇所），幼生確認（４２３匹，脱皮

殻７個）, カブトガニ幼生７５０匹放流, 保護したカブトガニの成体を放流。

放流した成体８匹。

カブトガニ繁殖地内外にて産卵確認（１６箇所），幼生確認（３７３匹，脱皮

殻１１個）, カブトガニ幼生１５，９４３匹放流。

カブトガニ繁殖地内外にて産卵確認（１２箇所），幼生確認（２６８匹，脱皮

殻１２個）, カブトガニ幼生５，８１１匹放流。
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（９）令和元年度カブトガニ捕獲件数

（単位：件）

（10）令和元年度カブトガニ幼生放流数

（単位：匹）

月 日 放流場所 １齢 ２齢 ３齢 ４齢 計

５月１９日 夏 目 862 862

５月３０日 夏 目 2,483 2,483

６月１１日 大殿洲 1,545 1,545

６月２６日 大殿洲 42 280 322

７月３１日 鳥ノ江 3 299 28 330

８月 １日 大殿洲 244 25 269

計 42 5,173 543 53 5,811

亜成体 雌 雄 計

４月 １ １

５月

６月 ３ ３

７月 ５ ２ ７

８月 １ １ ２

９月 ２ ２

10 月 １ １

11 月 ２ ２

12 月 ２ １ ３

１月 １ ２ ３

２月 １ １ ２

３月 １ １

計 ７ １２ ８ ２７
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８ 笠岡市立竹喬美術館

博物館法に基づき，美術館としての活動を行い，文化・教育の拠点として多くの市民

に親しまれ教育，学術及び文化の向上に寄与するよう努めています。

（１）概 要

所 在 地 笠岡市六番町１番地の１７

開 館 年 月 日 昭和５７年１０月１日

構 造 本館 鉄筋コンクリート造２階建

新館 鉄筋コンクリート造平屋建

敷 地 面 積 ３３６０．６７㎡

延 床 面 積 １７８１．２１㎡

主要施設床面積

（２）事業の内容

ア 小野竹喬の作品，その他小野竹喬に関するものを収集，保管及び展示すること。

イ 小野竹喬に関する調査，研究を行うこと。

ウ 市民の教育，学術及び文化の向上発展に寄与するために必要なこと。

小 野 竹 喬 略 歴

明治２２年 11月20日，笠岡市西本町に生まれ，英吉と命名される

３６年 京都に上り，日本画家竹内栖鳳に師事する

３８年 栖鳳宅の寄宿生となり，「竹橋」の雅号を与えられる

４２年 京都市立絵画専門学校別科に入学する

大正 ５年 第１０回文展に笠岡を描いた＜島二作＞を出品し特選となる

７年 土田麦僊らと国画創作協会を設立し，第１回展に＜波切村＞を出品する

１０年 10月，土田麦僊らとともに渡欧し，翌年の５月まで，フランス・イタリ

ア・スペイン・イギリスを回り，美術巡礼の旅をする

１２年 雅号を「竹喬」と改める

昭和 ４年 国画創作協会が前年に解散し，この年より帝展に復帰する

２２年 日本芸術院会員に任命される

４１年 笠岡市名誉市民となる

４３年 文化功労者の表彰を受ける

４４年 京都市美術館で，『小野竹喬回顧展』が開催される

５１年 終生の代表作＜奥の細道句抄絵＞10点を完成し，文化勲章を受章する

５４年 5月10日，京都で死去。享年89歳

展示室Ａ １８６．５㎡ ホ ー ル １６９．０㎡

展示室Ｂ １１６．４㎡ 収 蔵 庫 １４６．５㎡

展示室Ｃ ２３３．０㎡ 視聴覚室 ４５．０㎡

展示室Ｄ １７９．０㎡
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（３）令和２年度事業 （未定）

（４）館 蔵 美 術 品 （Ｒ２．６．３０現在）

（５）令和元年度入館実績

開 催 年 月 事 業 名

Ｒ２年 ５月～ ８月 特別陳列「賛嘆 日本画家の素描」

Ｒ２年 ８月～１０月 特別陳列「猪原大華と岩倉壽」

Ｒ２年１０月～１２月 特別展「名都美術館名品展 優艶なる日本画」

Ｒ２年１２月～Ｒ３年３月 特別陳列「瀬戸内の画家たち」

Ｒ３年 ３月～ ５月 特別展「絵本作家 葉祥明 －風景に託すはるかな想い－」

小野竹喬作品 数 量(点) その他作家 数 量(点)

本 画 １９５ 本 画 ６３１

さし絵・表紙絵 １３７ さし絵・表紙絵 ４

スケッチ １，３１２ スケッチ ８９２

スケッチ帖 ２４ スケッチ帖 ５３

版 画 ９ 版 画 ４７６

陶器（絵付） １３ 陶 器（絵付） １２

書（俳句等） １０ 書（俳句等） １１８

小 計 １，７００ 彫 刻 ５

小 計 ２，１９１

総 計 ３，８９１

入館者(人)

一 般 １６，９６２

高校生 ８５

小・中学生 ６０９

合 計 １７，６５６
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９ スポーツ施設

（１）施 設 の 概 要

笠岡総合体育館 笠岡陸上競技場

（２）ニュースポーツ用具

◆グラウンド・ゴルフ ◆キンボール ◆ユニホック

施 設 名 概 要

笠 岡 運 動 公 園

（笠岡市九番町１－４）

○体育施設

野球場，テニスコート４面

水泳プール（２５ｍ，幼児プール）

クラブハウス（更衣室２，談話室１）

※ 野球場，テニスコートには夜間照明施設あり

○公園施設

児童広場，芝生広場，遊戯場，駐車場等

笠岡市民体育センター

（笠岡市八番町１－９）

アリーナ（バレーコート2,バスケットコート2,バドミントンコート6,観覧席）

格技室，談話室，多目的室，更衣室（温水シャワー）

茂 平 運 動 場

（笠岡市茂平1637-1）

グラウンド（夜間照明施設あり）

管理棟（会議室，更衣室等），練習用投てきサークル

笠岡市Ｂ＆Ｇ海洋センター

（笠岡市白石島2364-6）

体育館（バレーコート2,バスケットコート1,バドミントンコート6）

ミーティングルーム，更衣室等

プール（２５ｍ，幼児用）, 広場

大井南仮設グラウンド

（笠岡市大井南42-1）

グラウンド

かさおか古代の丘

スポーツ公園

（笠岡市走出3478-4）

○運動公園

野球場，第１グラウンド，第２グラウンド，

キャンプ場，こども広場，ふれあい広場等

○古墳公園

笠 岡 総 合 ス ポ ー ツ 公 園

（笠岡市平成町63-2）

○体育施設

総合体育館，陸上競技場，多目的広場，

テニスコート８面

○公園施設

こども広場，芝生広場，駐車場

○その他

青空農園，青空広場，スターハウス（食堂）
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◆フライングディスク ◆ペタンク ◆綱引き

◆ソフトバレーボール ◆スポーツチャンバラ ◆ティーボール

◆シャフルボード ◆チャレンジ・ザ・ゲーム◆輪投げ

◆ヒットだターゲット ◆バッゴー ◆ファミリーバドミントン

（３）利 用 状 況

《令和元年度実績》 （単位：人）

施 設 名 利 用 人 数

笠 岡 運 動 公 園

野 球 場 ５，３００

テ ニ ス コ ー ト １５，８２０

水 泳 プ ー ル ３，４１４

ク ラ ブ ハ ウ ス １２７

笠 岡 市 民 体 育 セ ン タ ー

ア リ ー ナ ４２，４２８

格 技 室 １２，７５１

多 目 的 室 ７，４４０

談 話 室 ６，５９０

茂 平 運 動 場
運 動 場 １３，９３３

会 議 室 ２９５

笠岡市Ｂ＆Ｇ海洋センター

体 育 館 ４，０７５

ミーティングルーム １，９９２

プ ー ル ７７３

広 場 ７，５０８

大 井 南 仮 設 グ ラ ウ ン ド グ ラ ウ ン ド ２６，０２０

かさおか古代の丘スポーツ公園

野 球 場 ７，１７８

第 １ グ ラ ウ ン ド １１，８５０

第 ２ グ ラ ウ ン ド １，２４７

キ ャ ン プ 場 ８８９

笠 岡 総 合 ス ポ ー ツ 公 園

笠
岡
総
合
体
育
館

メ イ ン ア リ ー ナ ４７，４５９

サ ブ ア リ ー ナ １６，３５５

第 ２ 会 議 室 ９１８

多 目 的 室 ４６２

笠
岡
陸
上
競
技
場

陸 上 競 技 場 １４，６５７

会 議 室 ５２

多 目 的 広 場 １３，２０６

テ ニ ス コ ー ト １３，３８７
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１０ その他の施設

◎ 笠岡市民会館
市民の生活文化及び教養の向上促進を図るため，芸術文化活動の機会と場づくりに

努め，広く発表の場に供するとともに，自主的な文化活動に努めています。

（１）概 要

所 在 地 笠岡市六番町１番地の１０

開 館 年 月 日 昭和４９年１月２３日

構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造り三階建一部塔屋

敷 地 面 積 １３,００１.０ ㎡

建 築 延 面 積 ５,３５２.１ ㎡

大ホール固定席 ９０２ 席

エレベーター(11人乗り)･エントランスホール設置

（２）令和元年度利用実績

（単位：件）

◎ 笠岡市立郷土館
市内の考古資料・民俗資料・歴史資料の収集に努め，適切な保護保存とその積極的

な活用を図り，郷土の歴史，文化の研究と紹介に努めています。

（１）概 要

所 在 地 笠岡市笠岡５６２８番地の１０

開館年月日 昭和４５年４月１７日

構 造 鉄筋コンクリート造り平屋建

敷 地 面 積 ８５６.７０ ㎡

建築延面積 ２７６.３２ ㎡

展示館 １８０.００ ㎡

収蔵庫 ９５.３２ ㎡

（２）事業の内容

市内の考古資料・民俗資料・歴史資料を収集，保存及び展示すること。

種 別 件 数

ホ ー ル 関 係 ４７

ホ ワ イ エ １７

会 議 室 等 １,３６８

計 １,４３２
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（３）館 蔵 品

（Ｒ２．４．１現在）

（４）令和元年度入館実績

（単位：人）

◎ 笠岡市井笠鉄道記念館
井笠鉄道は，大正２年から昭和４６年まで笠岡と井原・矢掛・神辺を結び，沿線住民に親

しまれてきた軽便鉄道です。

昭和５６年に井笠鉄道株式会社により設置された井笠鉄道記念館は，平成２５年１０月，

地域の交通史に係る産業遺産を保存・公開するために笠岡市がこれを購入し，「笠岡市井笠鉄

道記念館」として開館しました。

（１）概 要

所 在 地 笠岡市山口１４５７番地の８

開館年月日 平成２６年３月３０日

構 造 木造平屋建

敷 地 面 積 ５２８.４１ ㎡

建築延面積 １３０.１０ ㎡

本館（旧新山駅舎） ３４.７８ ㎡

物置（旧保線作業員詰所） ９５.３２ ㎡

◎ 真鍋島ふるさとふれあいセンター
島の特性を生かした資源の活用による産業の振興及び交流学習，文化活動，社会教育

活動等を通して青少年の健全育成，コミュニティの拡大，福祉の増進を図り，併せて真

鍋島の活性化に寄与することを目的としています。

（１）概 要

所 在 地 笠岡市真鍋島４００６番地の２

開館年月日 平成元年３月２０日

構 造 鉄骨ブロック造り２階建

品 目 数 量(箱)

考 古 資 料 ２００

民 俗 資 料 ５００

歴 史 資 料 １００

個 人 団 体 計

一 般 １８６ ０ １８６

小 ･ 中 学 生 ３ ０ ３

入館料免除者 ２８９ ０ ２８９

その他（無料パス） １５ ０ １５

計 ４９３ ０ ４９３
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敷 地 面 積 ６１６.８３ ㎡

建築延面積 ２９３.００ ㎡

（２）令和元年度利用実績

◎ 笠岡諸島開発総合センター
笠岡諸島における産業の振興及び社会教育の充実，生活改善の推進，保健及び福祉の

増進，生活便益の確保並びに文化の保護保存等に寄与することを目的としています。

（１）概 要

所 在 地 笠岡市北木島町３８０２番地の４３

開館年月日 昭和５９年１０月１日

構 造 鉄筋コンクリート造り２階建

敷 地 面 積 ４,８４９.８０ ㎡

建築延面積 ７１２.５８ ㎡

（２）令和元年度利用実績

室 名 年間利用者数（人）

創 作 活 動 室 ６８６

水 産 加 工 室 ０

体 験 実 習 室 ２１０

談 話 室 ７６

計 ９７２

室 名 年間利用者数（人）

展 示 談 話 室 １，５７５

健 康 相 談 室 ３１０

保 養 室 １７６

集 会 室 ８１６

研 修 室 １，１３０

生 活 改 善 室 ２１０

浴 室 ２００

計 ４，４１７
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◎ 笠岡市北木島宿泊研修所
島の特長である恵まれた自然や伝統文化に触

れながら，研修や合宿などを手軽に実施すること

ができる宿泊研修施設です。平成１３年４月に廃

校となった旧北木小学校を改修した施設で，１階

には島しょ部の高齢者が暮らす共同生活住居（６

室）のほか，北木公民館と，北木島診療所が併設

されています。

（１）概 要

所 在 地 笠岡市北木島町３８０２番地の５３

開 館 年 月 日 平成２７年７月１日

構 造 鉄筋コンクリート造３階建

敷 地 面 積 １６,６６７ ㎡（グラウンドを含む）

建 築 延 面 積 １，８０３．８９３ ㎡（屋外炊事棟を含む）

宿泊室(１０人×５室)，シャワー室，厨房，防災避難所兼研修室（４室）ほか設置

（２）令和元年度延べ利用者数実績 （単位：人）

◎ スクールボート「きぼう」

完成：平成１５年１２月５日

【主要諸元】

寸法 全長 １５．８０ｍ

（登録 １４．７２ｍ）

全幅（登録） ４．００ｍ

深さ（登録） １．６５ｍ

喫水 ０．７０ｍ

総トン数 １８トン

船 質 軽合金

最大速力 ２５．４ノット

定 員 船員２名，旅客２５名

航 路 神島 ～ 高島 ～ 白石島 ～ 六島

市 内 市 外 計

小 学 生 ４８６ １８ ５０４

中 学 生 ６３ ６２０ ６８３

高 校 生 ４ １１４ １１８

大 学 生 ０ ２０３ ２０３

一 般 ２１０ １４６ ３５６

計 ７６３ １，１０１ １，８６４



27　小北中学校

⑫　茂平運動場

⑪　教育相談室富岡分室

至　井原・福山
至　矢掛・総社

至　倉敷・岡山

至　福山・広島

至　倉敷・岡山
至　福山・広島

飛　島

白石島

真鍋島

高　島
北木島

国道２号

山陽新幹線

山陽自動車道

広
島
県

①

１　笠岡小学校

２　中央小学校

３　今井小学校

４　金浦小学校

５　城見小学校

６　陶山小学校

７　大井小学校

８　吉田小学校

９　新山小学校

10　神内小学校

11　大島小学校

⑨　郷　土　館

⑭　真鍋島ふるさと
ふれあいセンター

⑮　笠岡諸島
開発総合センター

⑯　かさおか古代の丘
スポーツ公園
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３
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７
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９
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教育施設配置図

Ｎ

六　島

⑪

⑭

⑨

②
１

施　設　名

スポーツ公園
⑰　笠岡総合

岡山県

広
島
県

兵
庫
県

笠岡市

香川県

笠岡ＩＣ

⑩

⑯

⑱

⑩　教育相談室

⑬　Ｂ＆Ｇ海洋センター

①　笠岡市教育委員会

中央公民館

⑥　学校給食センター

⑦　市民体育センター

笠岡運動公園

⑧　カブトガニ博物館

②　教育集会所

③　図　書　館

④　竹喬美術館

⑤　笠岡市民会館38

⑮
⑲

▲　公　民　館

⑲　北木島宿泊研修所

⑱　井笠鉄道記念館

54

12　神島外小学校

13　白石小学校（休校）

14　北木小学校

15　真鍋小学校

16　六島小学校

17　北川小学校

28　笠岡幼稚園

29　富岡幼稚園

30　今井幼稚園

31　金浦幼稚園

32　陶山幼稚園（休園）

33　大井幼稚園

34　尾坂幼稚園

35　横江幼稚園

36　大島幼稚園

37　白石幼稚園（休園）

⑥

12
13

14

15

16

17

18

19
20

21

22

2324

25 26

27

28

29

30

31

32

33

34

35 36

37

38

18　笠岡東中学校

19　笠岡西中学校

20　金浦中学校

21　新吉中学校

22　大島中学校

23　神島外中学校

24　白石中学校

26　真鍋中学校

25　北木中学校（休校）

38　北木西幼稚園

39　青空認定こども園

39


